




















標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７．２．（５） 標準仕様書見直しによる第１５版の仕様書改訂
（復氏届）

１．関連チェック
（１）復籍区分が新戸籍編製の場合に、復籍戸籍での筆頭者区分の関連
　　　チェックが誤っていたため修正。
（２）届後本籍が管内のとき、復籍戸籍での筆頭者区分は値が設定され
　　　ている必要があるため、関連チェックを追加。
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００７

００７

版数：１５．０
平成24年 3月 1日

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

60009-3 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７.２.（５）.１７ 標準仕様書見直しによる第１８版の仕様書改訂
（復氏届）

１．データチェック（関連表）
・２．０ 関連チェック表（１／２）
（１）漢字氏名の氏と筆頭者の氏の関連チェックを追加。
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版数：１８．０
平成27年 3月 1日

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

００６
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標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７.２.（５）.１７ 標準仕様書見直しによる第２０版の仕様書改訂
（復氏届）

１．補足説明書
・２．０ 戸籍編製マトリックス表（１／２）
（１）非本籍人が非本籍地に新戸籍を編製する場合、新戸籍編製の記述は不要
　　　のため、「項番7-3」の新戸籍編製部分の「本人（4.1）」を削除

０２２

版数：２０．０

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

平成２９年　３月３１日
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標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７.２.（５）.１７ 標準仕様書見直しによる第２１版の仕様書改訂
（復氏届）

１．データチェック（関連表）
・２．０関連チェック表（２／２）
（１）№21，22で現在配偶者父氏名と母氏名が空白でないか確認していた
　　　条件を削除。
（２）№31-1に新規で「世帯主≠スペースのとき、住所≠スペースであること」
　　　の条件を追加。。

２．要件定義ワークシート
・３．０　審査　（１／３）
（１）確認メッセージの応答の遷移先が誤っていたので修正。

００８

００７

版数：２１
平成３０年　３月３１日

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

1

60009-6 













版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ （№4）　送付日＝スペースのとき　（№5）　発送元＝スペース　であること 「関連エラーがあります。

２ （№4）　送付日≠スペースのとき　（№5）　発送元≠スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

３ （№4）　送付日≠スペースのとき　（№4）　送付日≧　（№3）　受領日　であること

４ （№4）　送付日＝スペースのとき　（№6)　在外送付区分＝０  ： 受理分　であること

５ （№5）　発送元≠スペースのとき　（№6)　在外送付区分≠０  ： 受理分　であること

６ （№5）　発送元≠スペースかつ　(№5）　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6）　在外送付区分＝１ ： 国内からの送付　であること

７ （№5）　発送元≠スペースかつ　(№5）　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　以外のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6）　在外送付区分＝２ ： 在外公館の直接送付　　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6）　在外送付区分＝３ ： 在外公館の国内経由　　であること

８ (№7）　処理日≠スペースのとき　(№7）　処理日＞　(№3）　受領日　であること

９ (№9)　郵送日≠スペースのとき　(№4)　送付日＝スペース　であること

１０ (№9)　郵送日≠スペースのとき　(№9)　郵送日≦　(№3)　受領日　であること

１１ (№8)　本非区分＝１（本籍）のとき、　

(№18)　本籍＝管内　または　(№24)　　届後本籍＝管内であること

１２ (№8)　本非区分＝２（非本籍）のとき、　

(№18)　本籍＝管外　かつ　(№24)　　届後本籍＝管外であること

１３ （№12）　漢字氏名≠スペース かつ　（№19）　筆頭者≠スペース　の場合、

（№12）　漢字氏名の氏 ＝ （№19）　筆頭者の氏 であること。

１４ (№20)　父氏名＝スペース　または　(№21)　母氏名＝スペース　のとき、 第8.3版により削除

(№22)　父母との続柄コード＝１０（男）　または　３０（女）　であること

１５ (№14)　筆頭者区分＝１（筆頭者）　かつ

(№15)　配偶者区分＝１（夫）　または　＝２（妻）　のとき、

(№32)　現在配偶者外人区分≠スペース　かつ

(№23)　復籍区分＝２（新戸籍編製）　であること

１６ (№23)　復籍区分＝２（新戸籍編製）　のとき

(№12)　漢字氏名の名　＝　(№25)　届後戸籍の筆頭者の名　であること

１７ (№26)　復する氏区分＝３（新しい氏）　のとき、

(№23)　復籍区分＝２（新戸籍編製）　であること

改　　訂　　日　付
３

審査（復氏届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成２７年　３月　１日 １８ ６／１３
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

０
０

６

２．０関連チェック表（１／２） 入力画面（復氏届）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考
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版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１８ （№14）　筆頭者区分＝０（構成員）　のとき、　（№32）　現在配偶者外人区分＝スペース　であること
１９ （№32）　現在配偶者外字区分＝スペース　のとき、 配偶者外人区分

（№30）　現在配偶者カナ氏名＝スペース　かつ　（№31）　現在配偶者漢字氏名＝スペース　かつ がスペースであ
（№33）　現在配偶者筆頭者区分＝スペース　かつ　（№34）　現在配偶者配偶者区分＝スペース　かつ れば、現在の配
（№35）　現在配偶者生年月日＝スペース　かつ　（№36）　現在配偶者父氏名＝スペース　かつ 偶者欄は全部
（№37）　現在配偶者母氏名＝スペース　かつ スペースである
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード＝スペース　かつ こと
（№39）　現在配偶者住所＝スペース　であること

２０ （№32）　現在配偶者外字区分＝０（日本人）　のとき、
（№30）　現在配偶者カナ氏名≠スペース　かつ　（№31）　現在配偶者漢字氏名≠スペース　かつ
（№33）　現在配偶者筆頭者区分＝０（構成員）　かつ
（№34）　現在配偶者配偶者区分≠スペース　かつ　（№35）　現在配偶者生年月日≠スペース　かつ
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード≠スペース　であること

２１ （№36）　現在配偶者父氏名≠スペース　かつ　（№37）　現在配偶者母氏名≠スペース　かつ
（№34）　現在配偶者配偶者区分＝１（夫）　のとき、
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード＝１０（男）　～　２９（十九男）　であること

２２ （№36）　現在配偶者父氏名≠スペース　かつ　（№37）　現在配偶者母氏名≠スペース　かつ
（№34）　現在配偶者配偶者区分＝２（妻）　のとき、
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード＝３０（女）　～　４９（十九女）　であること

２３ （№36）　現在配偶者父氏名＝スペース　かつ　（№37）　現在配偶者母氏名＝スペース　かつ 第8.3版により削除

（№34）　現在配偶者配偶者区分＝１（夫）　のとき、
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード＝１０（男）　であること

２４ （№36）　現在配偶者父氏名＝スペース　かつ　（№37）　現在配偶者母氏名＝スペース　かつ 第8.3版により削除

（№34）　現在配偶者配偶者区分＝２（妻）　のとき、
（№38）　現在配偶者父母との続柄コード＝３０（女）　であること

２５ （№32）　現在配偶者外人区分＝０（日本人）　のとき、
（№12）　漢字氏名の『氏』　＝　（№31）　現在配偶者漢字氏名の『氏』　であること

２６ （№32）　現在配偶者外人区分≠スペース　かつ　（№15）　配偶者区分＝１（夫）　のとき、
（№34）　現在配偶者配偶者区分＝２（妻）　であること

２７ （№32）　現在配偶者外人区分≠スペース　かつ　（№15）　配偶者区分＝２（妻）　のとき、
（№34）　現在配偶者配偶者区分＝１（夫）　であること

２８ （№33）　復籍区分＝２（新戸籍編製）　のとき、
（№26-1）　復籍戸籍での筆頭者区分＝１（筆頭者）　であること

２９ （№15）　配偶者区分＝１（夫）　または　２（妻）　のとき、
（№26-2）　異動後戸籍での配偶者区分＝スペース　であること

３０ （№16）　住所＝スペース　のとき、　（№17）　世帯主＝スペース　であること
30-1 （№17）　世帯主≠スペース　のとき、　（№16）　住所≠スペース　であること 第21版で追加
３１ （№24）　届後本籍＝管内のとき、（№26-1）　復籍戸籍での筆頭者区分≠スペース　であること

改　　訂　　日　付
３

審査（復氏届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

21 ７／１３（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

平成３０年　３月３１日

０
０
７

第21版で一部条件
を削除

第21版で一部条件
を削除

２．０関連チェック表（２／２） 入力画面（復氏届）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

6
00
16
 



版 頁

(0-0-1)受領日＝送付日の場合、 ／ 第11版により、(0-0-1)～(0-0-4)追加

　確認メッセージ「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。」（ＹＥＳ，ＮＯ） を表示する。

(0-0-2)　→　(0-1)　へ ／

(0-0-3) → (0-0-4) 本紙へ

(0-1)復氏する者の父氏名＝スペース又は母氏名＝スペースである（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 第8.3版(続柄記載更正（申出））により、(0)～

(0-2)確認メッセージ(YES,NO) (0-20)を追加

　　　　「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」を表示する

ＹＥＳ (0-3)　→　(0-10)へ ／ (0-4)本紙へ

ＮＯ 　――→ ／ 不受理

(0-5)復氏者の父母との続柄＝１０（男）　または　３０（女）　である（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ (0-6)確認メッセージ  (YES,NO) (0-8)本紙へ

　　　「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が 男又は女ですが

　　　間違いはありませんね？」

ＹＥＳ (0-7)　→ (0-10)へ ／

ＮＯ 　――→ 不受理

ＮＯ (0-9)　→　(0-10)へ

／

(0-10)現在配偶者外人区分＝０（日本人）である。（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0-11)現在配偶者父氏名＝スペース又は現在配偶者母氏名＝スペースである（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (0-12)確認メッセージ（ＹＥＳ，ＮＯ）

　　　　「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」を

　　　　表示する

ＹＥＳ (0-13)　→　(1)へ ／ (0-14)本紙へ

ＮＯ 　――→ 不受理

ＮＯ (0-15)現在配偶者父母との続柄コード＝１０（男）　または　３０（女）　である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ (0-18)本紙へ

ＹＥＳ (0-16)確認メッセージ  (YES,NO)

　　　「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が 男又は女ですが

　　　間違いはありませんね？」

ＹＥＳ (0-17)　→　(1)へ ／

ＮＯ 　――→ 不受理

ＮＯ (0-19)　→　(1)へ ／

(0-20)　→　(1) ／

改　　訂　　日　付
３

審査（復氏届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

21 　８／１３（　３　）

処　　　理　　　名 ３．０　審査　（１／３） 備　　　　　　考

平成３０年　３月３１日

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ

ＹＥＳ

ＮＯ

０
０

８
60
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版 頁

本 非 本 非 有 無 有 無

１ ○ × ○ × × ○ － － ○ ×
1-1 ○ × ○ × × ○ － － ○ ×
1-2 × ○ ○ × × ○ － － － －
1-3 × ○ ○ × × ○ － － － －
2 ○ × ○ × × ○ － － × ○

2-1 ○ × ○ × × ○ － － × ○
3 ○ × ○ × × ○ － － ○ ×

3-1 ○ × ○ × × ○ － － ○ ×
3-2 × ○ ○ × × ○ － － － －
3-3 × ○ ○ × × ○ － － － －
4 ○ × ○ × × ○ － － × ○

4-1 ○ × ○ × × ○ － － × ○
5 ○ × × ○ × ○ － － ○ ×

5-1 ○ × × ○ × ○ － － ○ ×
5-2 × ○ × ○ × ○ － － － －
5-3 × ○ × ○ × ○ － － － －
6 ○ × × ○ × ○ － － × ○

6-1 ○ × × ○ × ○ － － × ○
7 ○ × × ○ × ○ － － ○ ×

7-1 ○ × × ○ × ○ － － ○ ×
7-2 × ○ × ○ × ○ － － － －
7-3 × ○ × ○ × ○ － － － －
8 ○ × × ○ × ○ － － × ○

8-1 ○ × × ○ × ○ － － × ○

第　２
補足説明書

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

作　　　　業　　　　名

入力確認（復氏届） 平成２９年　３月３１日 ２０ ９／２３
（　７　）

処　　　理　　　名 ２．０　戸籍編製マトリックス表　（１／２）

C．2

＊2
 

全
部
除
籍

A．2
B．2
C．2

 

一
部
記
録

C．1
D．1

復籍する戸籍

復氏者の本籍 筆頭者区分 配偶者区分 復籍区分 ＊１ ＊2
 

 
す
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を
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新
戸
籍

未 OR

項番
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在
籍
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籍

 

新
戸
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製

A．1
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C．1
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籍

　

構
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員

　

筆
頭
者

夫OR妻

 

生
存
配
偶
者

 

 
戻
る

 

戸
籍
に

 

も
と
の

日
本
人

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．１）

本人（４．２） 本人（４．１）

０
２
２

本人（４．２）

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．１）

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．１）

本人（４．２）

○
○
○
○

○
○

本人（４．２） 本人（４．１）

本人（４．２）

本人（４．２）

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
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標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７.２.（５）.１８ 標準仕様書見直しによる第１８版の仕様書改訂
（姻族関係終了届）

１．データチェック（関連表）
・２．０ 関連チェック表
（１）漢字氏名の氏と筆頭者の氏の関連チェックを追加。
　　　上記チェックの追加により、「００５－１」のページを追加。

版数：１８．０
平成27年 3月 1日

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

1

００５－１

60053-2 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
１ ／ １

第７.２.（５）.１８ 標準仕様書見直しによる第２２版の仕様書改訂
（姻族関係終了届）

・要件定義ワークシート
（１）記載仕様不統一の修正

版数：２２．０

項番 業務（届書）名 修　　　　正　　　　内　　　　容 ページ 添付資料№

００５
００５－１

1

００６

平成３１年　３月３１日

60053-3 











版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ （№4）　送付日＝スペースのとき、　（№5）　発送元＝スペース　であること 「関連エラーがあります。

２ （№4）　送付日≠スペースのとき、　（№5）　発送元≠スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

３ （№4）　送付日≠スペースのとき、　（№4）　発送日≧　（№3）　受領日　であること

４ （№4）　送付日＝スペースのとき、　（№6)　在外送付区分＝０  ： 受理分　であること

５ （№5）　発送元≠スペースのとき、　（№6)　在外送付区分≠０  ： 受理分　であること

６ （№5）　発送元≠スペースかつ　(№5）　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (№6）　在外送付区分＝１ ： 国内からの送付　であること

７ （№5）　発送元≠スペースかつ　(№5）　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　以外のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (№6）　在外送付区分＝２ ： 在外公館の直接送付　　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (№6）　在外送付区分＝３ ： 在外公館の国内経由　　であること

８ (№7）　処理日≠スペースのとき、　(№7） 処理日＞　(№3）　受領日　であること

９ (№9)　郵送日≠スペースのとき、　(№4)　送付日＝スペース　であること

１０ (№9)　郵送日≠スペースのとき、　(№9） 郵送日≦　(№3)　受領日　であること

１１ (№8)　本非区分＝１　（本籍）　のとき、　(№14) 本籍＝管内　であること

１２ (№8)　本非区分＝２　（非本籍）　かつ　(№12)　外人区分＝０　（日本人）　のとき、

　　　　(№14)　本籍＝管外　であること

１３ (№12)　外人区分＝１　（外国人）　のとき、

　　　　(№8)　本非区分＝２　（非本籍）　かつ　(№14)　本籍＝国籍　であること

１４ (№12)　外人区分＝０ 　( 日本人)　のとき、　(№15)　筆頭者≠スペース　であること

１５ (№12)　外人区分＝１　（外国人） のとき、　(№15)　筆頭者＝スペース　であること

１６ (№12)　外人区分＝０ 　( 日本人)　かつ　(№18)　死亡配偶者外人区分＝０　（日本人）　のとき、

　　　　(№20)　同籍区分≠スペース　であること

16-1 (№12)　外人区分＝１ 　( 外国人)　または　(№18)　死亡配偶者外人区分＝１　（外国人人）　のとき、

　　　　(№20)　同籍区分＝スペース　であること

１７ (№20)　同籍区分＝０　（同一戸籍）　のとき、

　　　　(№21)　死亡配偶者本籍＝スペース　かつ　(№22)　死亡配偶者筆頭者＝スペース

または

　　　　(№14)　本籍＝　(№21)　死亡配偶者本籍　かつ　(№15)　筆頭者＝　(№22)　死亡配偶者

であること

１８ (№20)　同籍区分＝１　（他戸籍）　のとき、

　　　　(№21)　死亡配偶者本籍＝本籍　かつ　(№22)　死亡配偶者筆頭者≠スペース　であること

改　　訂　　日　付
３

審査（姻族関係終了届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成３１年　３月３１日 22 ５／９
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

０
０

５

２．０関連チェック 入力画面（姻族関係終了届）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

6
00
58
 



版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１９ (№18)　死亡配偶者外人区分＝１　（外国人）　のとき、 「関連エラーがあります。

　　　　(№21)　死亡配偶者本籍＝国籍　かつ　(№22)　死亡配偶者筆頭者＝スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

２０ （№11）　漢字氏名≠スペース かつ　（№15）　筆頭者≠スペース　の場合、

（№11）　漢字氏名の氏 ＝ （№15）　筆頭者の氏 であること。

改　　訂　　日　付
３

審査（姻族関係終了届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成３１年　３月３１日 22 ５－１／９
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

０
０

５
－

１

２．０関連チェック 入力画面（姻族関係終了届）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

日本人の場合、
実施する。
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版 頁

(0-1)受領日＝送付日の場合、 (0-2) 本紙へ

　確認メッセージ（ＹＥＳ，ＮＯ） 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。」を表示する。

(0-3) → (1)へ ／

(0-4) → (0-5) 本紙へ

(1) 外人区分＝１（外国人）である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (2) 確認メッセージ（ＹＥＳ，ＮＯ） (3) 本紙へ

　　　「姻族関係終了を認めたその国の証明書が添付されていますか」　を表示する

ＹＥＳ (4)　→　(6)へ ／

N　Ｏ (4-1)　→ (4-2) 本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ (5)　→　(6)　へ ／

(6) 死亡配偶者外人区分＝０（日本人）である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (7) 死亡配偶者本籍＝管内　である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (7-1) 死亡配偶者はシステム化後の戸籍にいる（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ システム化前に死亡している者（構成員）は

ＹＥＳ (8) 個人除区分≠０（在籍者以外）である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ セットアップ対象外であるため，審査できない

ＹＥＳ (9)　→　(21)へ ／

Ｎ　Ｏ (10) エラーメッセージ (11) 本紙へ

　　　「姻族関係を終了する配偶者は死亡（失踪）していません」

　　　を表示する

Ｎ　Ｏ (12)　→　(21)へ ／

Ｎ　Ｏ (12-1)　→　(21)へ ／

Ｎ　Ｏ (13)　→　(21)へ ／

(14) ／ (14)～(20)は削除

(15) 　 ／

(16) ／ (17) 

(18)　 ／

(19)　 ／

(20)　 ／

(21) 確認メッセージ（ＹＥＳ，ＮＯ） (22) 本紙へ

　　　「死亡（失踪）した者と婚姻していたことを確認しましたか？」を表示する

ＹＥＳ (22-1)　→

Ｎ　Ｏ (22-2)　→ 不受理

改　　訂　　日　付
３

審査（姻族関係終了届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

０
０

６

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ

平成３１年　３月３１日 22 ６／９
（　３　）

処　　　理　　　名 ３．０　審査 備　　　　　　　　考
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標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：15 １／１

平成２4年3月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).19 標準仕様書修正
（推定相続人廃除届）

１．システム処理の概要説明書 001
２．推定相続人廃除届の審査の内容を修正

裁判確定（調停成立）の日から１０日以内の届出であ
ることの審査を行う。

→ 審判確定（調停成立）の日から１０日以内の届出であ
ることの審査を行う。

2.データチェック（単体表） 004
Ｎｏ２４：裁判区分　の内容　「３ ： 判決」　を削除

（１ ： 調停、 ２ ： 審判、 ３ ： 判決 ）であること
→ （１ ： 調停、 ２ ： 審判  ）であること

３．要件定義ワークシート（３．０　審査　２／２） 009
（38）の内容を修正

（38）裁判確定の日から10日以内の届出である (YES、No)
→ （38）審判確定の日から10日以内の届出である (YES、No)

60076-3 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：16 １／１

平成２5年3月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).19 標準仕様書修正
（推定相続人廃除届）

1.データチェック（単体表） 004
(推相廃7)
Ｎｏ２４：裁判区分　の内容　「１ ： 調停」　を削除

（１ ： 調停、 ２ ： 審判 ）であること
→ （１ ： 調停、 ２ ： 審判  ）であること

(家事事件手続法第244条により)

60076-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１８ １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).19 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（推定相続人廃除届）

１．データチェック（関連表）　　　　推相廃８ 006
2.0 関連チェック

　事件本人と筆頭者の氏が同一であることについて
　関連チェックを追加

60076-5 



版 頁

１．推定相続人廃除届の審査結果入力

　　・届出がない場合（管轄局の許可を得て記録する場合等）は，審査結果入力で処理を行う。

２．推定相続人廃除届の審査

　　・審判確定（調停成立）の日から１０日以内の届出であることの審査を行う。

３．その他

０
０
１

１／１２

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２４年　３月　１日 １５平成　６年１２月　１日
（　１　）

システム化調査研究会

作　　成　　者作　　　　業　　　　名

審査（推定相続人廃除届）

第　２
３ システム処理の概要説明書

6
00
7
7 







版 頁

Ｎｏ 必須 属性 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1 　出張所番号 数字 項目エラーがあります。正しく入力して

2 　受領番号 数字 ください。

3 　受領日 ○ 英数 　「日付チェックサブルーチン」

4 　送付日 英数 　「日付チェックサブルーチン」

5 　発送元 漢字

6
　在外送付区分 ○ 数字

7 　処理日 英数 　「日付チェックサブルーチン」

8 　本非区分 ○ 数字 　（１ ： 本籍、 ２ ： 非本籍 ）であること

9 　郵送日 英数 　「日付チェックサブルーチン」

10 　被廃除者外人区分 ○ 数字 　（０ ： 日本人、 １ ： 外国人 ）であること

11 　被廃除者生年月日 ○ 英数 　「日付チェックサブルーチン」

12 　被廃除者カナ氏名 ○ カナ

13 　被廃除者漢字氏名 ○ 漢字

14 　被廃除者本籍 ○ 漢字

15 　被廃除者筆頭者 漢字

16 　廃除者外人区分 ○ 数字 　（０ ： 日本人、 １ ： 外国人 ）であること

17 　廃除者生年月日 ○ 英数 　「日付チェックサブルーチン」

18
　廃除者資格区分 ○ 数字

19 　廃除者資格名称 漢字

20 　廃除者カナ氏名 ○ カナ 16版修正

21 　廃除者漢字氏名 ○ 漢字 No24:裁判区分

22 　廃除者本籍 ○ 漢字 1:調停を削除

23 　廃除者筆頭者 漢字 →家事事件手続

24 　裁判区分 ○ 数字 　（１ ： 調停、 ２ ： 審判 ）であること 法第244条により

25 　裁判確定日 ○ 英数 　「日付チェックサブルーチン」

項　　目　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

　（０ ： 受理分、１ ： 国内からの送付、
 　２ ： 在外公館の直接送付、３ ： 在外公館の国内経由）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であること

０
０

４

３
 審査（推定相続人廃除届） システム化調査研究会 平成 ６ 年１２月 １ 日 平成２５年　３月　１日 １６

　（００１ ： 父、００２ ： 母、０１０ ： 養父、
 　０１１ ： 養母、０９９ ： その他）であること

画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

 １．０　単体チェック　（１／２） 推定相続人廃除届

４／１２
（　５　）

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

処　　　　理　　　　名

第　２
データチェック（単体表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者

6
00
8
0 





版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ 　（No. 4 ） 送付日= スペースのとき， (No. 5） 発送元= スペースであること 関連エラーがあります。正しく入力して

２ 　（No. 4 ） 送付日≠スペースのとき， (No. 5） 発送元≠ スペースであること ください。

３ 　（No. 4 ） 送付日≠スペースのとき， (No. 4） 発送日≧ （No.3）受領日であること

４ 　（No. 4 ） 送付日= スペースのとき， (No. 6） 在外送付区分=0 ：受理分　であること

５ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースのとき， (No. 6） 在外送付区分≠0 ：受理分　であること

６ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースかつ (No. 5） 発送元の最終文字が　「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (No．6) 在外送付区分=1 :国内からの送付　であること

７ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースかつ (No. 5） 発送元の最終文字が　「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とき　　(No．6)　在外送付区分=2 : 在外公館の直接送付　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(No．6)　在外送付区分=3 : 在外公館の国内経由　であること

８ 　（No. 7 ） 処理日≠ スペースのとき， (No. 7） 処理日＞ (No. 3） 受領日であること

９ 　（No. 9 ） 郵送日≠ スペースのとき， (No. 4） 送付日= スペースであること

１０ 　（No. 9 ） 郵送日≠ スペースのとき， (No. 9） 郵送日≦ (No. 4） 受領日であること

１１ 　（No. 8 ） 本籍区分=1（本籍）　のとき， (No. 14） 被廃除者本籍=管内であること

１２ 　（No. 8 ） 本籍区分=2（非本籍）　かつ  (No. 10） 被廃除者外人区分=0（日本人）のとき、

　　　　　　　　(No．14) 被廃除者本籍=管外であること

１３ 　（No. 10 ） 被廃除者外人区分=1（外国人）のとき、

　　　　　　　　（No. 8 ） 本籍区分=2（非本籍）　かつ  (No. 14） 被廃除者本籍=国籍であること

１４ 　（No. 10 ） 被廃除者外人区分=0（日本人）のとき、（No．15） 被廃除者筆頭者≠スペースであること

１５ 　（No. 10 ） 被廃除者外人区分=1（外国人）のとき、（No．15） 被廃除者筆頭者 =スペースであること

１５－１　(No．10 ） 被廃除者外人区分 = 0（日本人）のとき，

               (No.13）被廃除者漢字氏名の氏 = (No.15）被廃除者筆頭者の氏であること

１６ 　（No. 18 ） 廃除者資格区分=099　のとき、（No．19） 廃除者資格名称≠スペース　であること

１７ 　（No. 16 ） 廃除者外人区分=0　（日本人） のとき、

　　　　（No. 22 ） 廃除者本籍=本籍　かつ　（No．23） 廃除者筆頭者≠スペース　であること

１８ 　（No. 16 ） 廃除者外人区分=1　（外国人） のとき、

　　　　（No. 22 ） 廃除者本籍=国籍　かつ　（No．23） 廃除者筆頭者=スペース　であること

１８－１　(No．16 ）　廃除者外人区分 = 0（日本人）のとき，

        (No.21）廃除者漢字氏名の氏 = (No.23）廃除者筆頭者の氏　であること

１９ 　（No. 26 ） 届出人資格=090　（廃除した人） のとき、

　　　　（No. 28 ） 届出人氏名=（No．21） 廃除者漢字氏名であること

０
０

６

 ２．０　関連チェック　（１／２） 推定相続人廃除届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

18 ６／１２
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

平成２７年　３月　１日

改　　訂　　日　付
３

 審査（推定相続人廃除届） システム化調査研究会 平成 ６ 年１２月 １ 日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
0
0
8
2 







版 頁

(26)廃除者は本籍人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (26.1)廃除者はシステム化後の戸籍にいる （ＹＥＳ，ＮＯ） ／ システム化前に死亡している者（構成員）は

ＹＥＳ (27)個人除区分≠0 (在籍者以外）である （ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （28）　→　（38）へ ／

　Ｎ　Ｏ （29）エラーメッセージ （30）本紙へ 民893

　Ｎ　Ｏ （29.1）　→　（38）へ ／

Ｎ　Ｏ （31）　→　（38）へ ／

(32)確認メッセージ ／ 法97(法63①の準用)，法63②の準用はない

　　｢本来、廃除される者が届出人になることはできません。よろしいですか？｣ 裁判請求者：民892，893

　　を表示する(ＹＥＳ、ＮＯ) 本例(S35.1.7民事甲第17号民事局長回答)

ＹＥＳ (33)　→　(38)へ ／

Ｎ　Ｏ （34）本紙へ 不受理

(35)確認メッセージ 民892，893

　　｢通常、廃除者か、遺言執行者しか届出人になることはできません。よろしいですか？｣ 本例は民895①の適用である

　　を表示する(ＹＥＳ、ＮＯ) (S36.7.3民事甲第1578号民事局長回答)

ＹＥＳ (36)　→　(38)へ ／

Ｎ　Ｏ （37）本紙へ 不受理

／ 法97 （法63①の準用）

（39）本紙へ

(40)確認メッセージ

        「届出期間を経過していますがよろしいですか?」 を表示する　(ＹＥＳ、ＮＯ)

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ 不受理

091

098

099

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ

（38）審判確定の日から10日以内の届出である (ＹＥＳ、ＮＯ)

処　　　理　　　名 備　　　　　　　　考３．０　審査　２／２

第　２
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　成　　日　　付

０
０

９

作　　　　業　　　　名

審査（推定相続入廃除届） 15平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会 ９／１２

セットアップﾟ対象外であるため、審査できない

改　　訂　　日　付

平成２４年　３月　１日

　　　「廃除者は死亡（失踪）していないので、遺言執行者は
　　　届出人になれません。」　を表示する

60
08
5
 























































標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１4 １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

1.・審査（入籍人更正区分）処理 024～027
更正区分のチェックについて
全パターンでチェックするよう修正
（氏と名でチェックを行うよう修正）

2.補足説明書
・ 入力確認（入籍届） 060

・ 2.0　　戸籍編製マトリックス表 （3/４）
No.29-1に以下の条件を追加
【条件】
　戸籍編製区分＝新しい戸籍を作る
　入籍人（本非区分）＝本籍人
　入籍人（他の在籍者）＝無し
　入籍人配偶者＝外国人
　入籍先＝任意
　新戸籍＝管内

3.中間ファイル編集(仮戸籍)身分事項 073、075
届出人資格が、｢親権者養父｣｢親権者養母｣になる場合
届出人氏名を編集するよう修正

 60110-3



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１4.1 １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 民法改正によるシステムの対応
（入籍届）

１．システム処理の概要説明 001
範囲外処理に届出人が”複数の未成年後見人”
の場合を記述

60110-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１6 １／１

平成２５年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

入籍45 1.審査（入籍人配偶者更正区分）処理 031～031-1
入籍人配偶者の更正区分が「6:養母」「7:養父母」
「8:父又は養母」で、入籍先の配偶者区分が
「3:生存配偶者」の場合、「養母」の同一人チェックが
行われていないので、チェックを行う審査を追加

入籍46 2．審査（入籍人更正区分）処理 024～027-1
更正区分の「名」チェックについて

同一人の判断で名が異なる場合の確認メッセージを
表示しているが、メッセージ確認後、応答入力はなく
不受理処理となっています。
名の更生をした場合も想定できるため判断を追加

60110-5 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１7 １／１

平成２６年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

入籍48 1.データチェック（関連表） 011～012
戸籍変動区分＝２（父又は母の新戸籍に入る）の時の関連チェック

新戸籍が非本籍の場合、新戸籍での筆頭者（父又は母）の
父母続柄と生年月日を必須としないよう修正

入籍49 2．審査（入籍人更正区分）処理 024～027-1
更正区分の「名」チェックについて

同一人で名が異なる場合、父母欄養父母欄の更生後
入籍届を行うようメッセージを表示させるよう修正
（名に更正区分は使用できない。）

入籍50 3.データチェック（関連表）
・事件本人と筆頭者の氏が同一であることにゆいて関連 014
チェックを追加
・誤植の修正（No56、No57） 014

60110-6 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１8 １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

入籍51 1.審査（３．０） 016～016-1
ⅰ家裁の許可の有無について審査しているが、以下のケースで

審査を通過してしまうため修正
・ 父母婚姻中の氏を称する入籍で、許可の審判確定日が入力

されている場合。
・ 父（母）が後妻（夫）と婚姻改氏した場合、父（母）の氏を称する

入籍で、許可の審判確定日が入力されていない場合。
ⅱ許可の審判確定日が未入力で父（母）の

配偶者区分が夫（妻）で無い場合のエラーメッセージの内容が
不適切なためメッセージの内容を修正

60110-7 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１９ １／１

平成２８年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

入籍52 1. 4.6　審査（入籍先・入籍相手区分）　４／５ 038～039

新本籍が非本籍での筆頭者との父母続柄が必須となってしまって
いるため修正

入籍53 2． 2.0　戸籍編製マトリックス表（１／４） 058

項番８の入籍人に一部除籍の記載漏れがあったため追記

入籍54 3. 2.0　戸籍編製マトリックス表（2／４） 059

項番１６～１８の他の在籍者欄に誤記があったため修正

60110-8 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：20 １／１

平成29年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO
1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応

（入籍届）
入籍56 1. 審査処理 020

年齢の審査 021
年齢の起算日に関して補助的記載を行う。 033

入籍57 2． データチェック（関連表） 009
「受領日」と「届出日」同一日付のチェック

入籍58 3． データチェック（関連表）・審査処理 012
誤記修正 015-1～016

029

入籍59 4. 審査処理 038～039
・入籍先の続柄チェクの条件を変更

 入籍先の本非区分 ＝ 1（本籍）
→ 入籍先の本非区分 ＝ 1（本籍）　または　新本籍の本籍 ＝ 管内

入籍60 5. 審査処理 039
・入籍先の続柄チェックのメッセージに誤りがあり修正

60110-9 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：21 １／１

平成30年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO
1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応

（入籍届）
入籍62 1. データチェック（関連表） 011

改訂による誤植の修正

入籍63 2． データチェック（関連表） 011
入籍先の父母続柄と入籍先の生年月日を、新本籍が 013

本籍分の場合に必須入力とする（17版対応の修正）。
※修正したチェックと同じチェックが№47にあったが、
　今回の修正の方が分かり易いため№47を削除する。

入籍64 3． データチェック（関連表） 015
住所、世帯主の関連チェックの表記を統一する修正

追加対応 4. 要件定義ワークシート（審査） 015-1
入籍先の父また母の氏名がスペースであった場合
確認メッセージを表示する審査について、
父母との続柄が空欄の場合に審査をしない対応を行った。

60110-10 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：22 １／１

平成３１年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).20 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（入籍届）

入籍66 1. データチェック（関連表）、要件定義ワークシート 015

入籍先戸籍及び新本籍が非本籍の場合の、 038
父母との続柄の審査を追加 039

入籍67 2． データチェック（関連表） 012
入籍先住所が 外国場合関連チェックが
通らなくなってしまうため修正

入籍68 3． 要件定義ワークシート（審査） 015-1
21版の修正内容の誤りを修正

60110-11 



版 頁

１．入籍届による入籍業務処理範囲外の処理

　　（１）　過去に氏の変更届（１０７条４項）を入籍人が届出。

　　（２）　（養）父母欄の更正処理は、入籍人及びその配偶者：本籍、入籍先：本籍（本籍→本籍の異動）の場合のみ行う。
上記以外の異動パターンについては、更正処理で行う。

　　（３）　事件本人の成年後見人から届出された場合。

　　（４）　複数の未成年後見人から届出があった場合の記録

２．入籍届入力画面の意義

　　（１）　入籍人当事者の各項目を入力する。

３．その他

　　（１）　添付書類

　　　　　・父又は母と氏を異にする子が、父又は母の氏を称しようとする場合（戸９８Ⅰ、民７９１Ⅰ・Ⅲ）、
　　　　　　裁判所において「子の氏を父又は母の氏に変更する」旨の許可の審判書の謄本

　　（２）　入籍者種別＝３（入籍人複数）を選択した場合の処理範囲

　　　　　・届出人資格は、同一人であること（入籍人単位に指定できない。異なる場合は処理を別けて行う）

　　　　　・入籍人の対象は、構成員とする。（筆頭者と構成員を同時に入籍できない）

０
０

１

１／１

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　９月　３０日 14.1平成　６年１２月　１日
（　１　）

システム化調査研究会

作　　成　　者作　　　　業　　　　名

 審査（入籍届）

第　２
３ システム処理の概要説明

6
01
1
1 

















版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ （№6） 送付日＝スペースの時、（№7） 発送元＝スペース　であること 「関連エラーがあります。

２ （№6） 送付日≠スペースの時、（№7） 発送元≠スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

３ （№6） 送付日≠スペースの時、（No.6） 送付日 ≧ （№5） 受領日　であること

４ （№6） 送付日＝スペースの時、（№8） 在外送付区分＝０（受理分）　であること

５ （№7） 発送元≠スペースの時、（№8） 在外送付区分≠０（受理分以外）　であること

６ （№7） 発送元≠スペース　かつ　（№7） 発送元の最終文字が「市」 「区」 「町」 「村」 「長」　のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（№8） 在外送付区分＝１（国内からの送付）　であること

７ （№7） 発送元≠スペース　かつ　（№7） 発送元の最終文字が「市」 「区」 「町」 「村」 「長」　以外のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（№8） 在外送付区分＝２（在外公館の直接送付）　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（№8） 在外送付区分＝３（在外公館の国内経由）　であること

８ （№9） 処理日≠スペースの時、（No.9） 処理日 ＞ （№5） 受領日　であること

９ （№11） 郵送日≠スペースの時、（№6） 送付日＝スペース　であること

１０ （№11） 郵送日≠スペースの時、（No.11） 郵送日 ≦ （№5） 受領日　であること

１１ （№1） 入籍者種別＝１（入籍人単独）の時、（No.2） 同時入籍者数＝未入力　であること

１２ （№1） 入籍者種別＝１（入籍人単独）の時、

（No.35） 入籍人の配偶者区分＝０（未）　または　３（生存配偶者）　であること

１３ （No.1） 入籍者種別＝１（入籍人単独）の時、

（No.54） 入籍人配偶者のカナ氏名 ～ （No.67） 入籍人配偶者の更正区分が未入力　であること

13-1 （No.1） 入籍者種別＝１（入籍人単独）　かつ

（ （No.12） 入籍事由＝１（氏を称する入籍）　または　２（同籍する入籍） ）の時、

（No.16） 戸籍変動区分＝１（既にある戸籍に入る）　または　２（父又は母の新戸籍に入る）であること

１４ （No.1） 入籍者種別＝２（配偶者同時）の時、（No.2） 同時入籍者数＝未入力　であること

１５ （No.1） 入籍者種別＝２（配偶者同時）の時、

（No.16） 戸籍変動区分＝３（新しい戸籍をつくる）　であること

１６ （No.1） 入籍者種別＝２（配偶者同時）　の時、

（No.34） 入籍人の筆頭者区分＝１（筆頭者）、かつ

（No.35） 入籍人の配偶者区分＝１（夫）　または　２（妻）、であること

０
０

９

２．０　関連チェック表　（１／７） 入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

20 ８／２９
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

改　　訂　　日　付
３

審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成２９年　３月３１日

6
01
1
9 





版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

２３ （No.12）入籍事由＝１（氏を称する入籍）の時、 「関連エラーがあります。

（No.13）入籍相手＝２（父）または３（母）または４（父母）または５（養父）または６（養母）または７（養父母）であること 　正しく入力して下さい。」

２４ （No.12）入籍事由＝２（同籍する入籍）の時、

（No.14）従前の氏を改めた日＝スペース　であること

２５ （No.12）入籍事由＝２（同籍する入籍）の時、

（No.13）入籍相手＝２（父）または３（母）または４（父母）または５（養父）または６（養母）または７（養父母）であること

２６ （No.12）入籍事由＝３（従前の氏を称する入籍）の時、

（No.14）従前の氏を改めた日≠スペース　であること

２７ （No.12）入籍事由＝３（従前の氏を称する入籍）の時、

（No.13）入籍相手＝１（無）　であること

28-1 （No.16）戸籍変動区分＝１（既にある戸籍に入る）の時、

（（No.17）入籍先の本非区分　～　（No.24）入籍先の漢字氏名　≠　スペース）　かつ

（（No.31）新本籍、（No.32）新筆頭者＝スペース）　であること

28-2 （No.16）戸籍変動区分＝１（既にある戸籍に入る）の時、

（（No.19）入籍先の筆頭者区分＝１（筆頭者）　かつ　（No.18）入籍先の個人除区分＝０（在籍者））

または

（（No.19）入籍先の筆頭者区分＝０（構成員）　かつ　（No.18）入籍先の個人除区分＝０（在籍者））

かつ　（No.20）入籍先の配偶者区分≠０（未））　であること

29-1 （No.16）戸籍変動区分＝２（父または母の新戸籍に入る）の時、

（No.17）入籍先の本非区分　～　（No.24）入籍先の漢字氏名　が　≠スペース　であること

29-1-1 （No.16）戸籍変動区分＝２（父または母の新戸籍に入る）かつ

（No.17）入籍先の本非区分＝１（本籍） または(Ｎｏ.31)新本籍=管内 の時、

（No.29）入籍先の父母続柄　～　（No.30）入籍先の生年月日　が　≠スペース　であること

０
１

１

 ２．０　関連チェック　　　(3/7)  入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

２１ １０／２９
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

平成３０年 ３ 月３１ 日

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成 ６ 年１２月 １ 日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
01
21
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29-2 （No.16)戸籍変動区分＝2（父または母の新戸籍に入る）　の時、 「関連エラーがあります。

（No.18)入籍先の個人除区分＝0（在籍者）かつ、 　正しく入力して下さい。」

（No.19)入籍先の筆頭者区分＝0（構成員）かつ、

（No.20)入籍先の配偶者区分＝0（未）または3（生存配偶者）であること

29-3 （No.16)戸籍変動区分＝2（父または母の新戸籍に入る）　の時、

（No.13)入籍相手＝2（父）または3（母）または5（養父）または6（養母）であること

29-4 （No.16)戸籍変動区分＝2（父または母の新戸籍に入る）かつ（No.32）新筆頭者≠スペースの時、

（No.39)入籍先の漢字氏名＝（No.32）新筆頭者であること

29-5 （No.16)戸籍変動区分＝2（父または母の新戸籍に入る）かつ

（（No.8）在外送付区分＝0（受理分）または2（在外公館の直接送付））の時、

（No.25）入籍先の住所≠スペースであること

29-6

30 （No.21)入籍先の本籍＝管内本籍の時、（No.17）入籍先の本非区分＝1（本籍）であること

31 （No.21)入籍先の本籍＝管外本籍の時、（No.17）入籍先の本非区分＝2（非本籍）であること

32 （No.21)入籍先の本籍＝未入力の時、（No.17）入籍先の本非区分＝未入力であること

33 （No.48）入籍人の本籍＝管内本籍の時、（No.33）入籍人の本非区分＝1（本籍）であること

34 （No.48）入籍人の本籍＝管外本籍の時、（No.33）入籍人の本非区分＝2（非本籍）であること

35 （No.36）入籍人nの更生区分＝2（父）または4（父母）または8（父及び養母）の時、

（No.42）入籍人nの父の氏名≠スペースであること

36 （No.36）入籍人nの更生区分＝3（母）または4（父母）または9（養父及び母）の時、

（No.43）入籍人nの母の氏名≠スペースであること

37 （No.36）入籍人nの更生区分＝5（養父）または7（養父母）または9（養父及び母）の時、

（No.45）入籍人nの養父の氏名≠スペースであること

38 （No.36）入籍人nの更生区分＝6（養母）または7（養父母）または8（父及び養母）の時、

（No.46）入籍人nの養母の氏名≠スペースであること

39 (No.20)入籍先の配偶者区分＝1（夫）かつ（No.29）入籍先の父母続柄≠スペースの時、

(No.29)入籍先の父母続柄＝10（男）～29（十九男）であること

40 (No.20)入籍先の配偶者区分＝2（妻）かつ（No.29）入籍先の父母続柄≠スペースの時、

(No.29)入籍先の父母続柄＝30（女）～49（十九女）であること

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

22 11-1／29
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

平成３１年　３月　３１日

０
１

２

 ２．０　関連チェック　　　(4/7)  入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

60
12
2 
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４１ （No.35)入籍人１の配偶者区分＝１（夫）　の時、 「関連エラーがあります。

（No.44)入籍人１の父母続柄＝１０（男）～２９（十九男）　であること 　正しく入力して下さい。」

４２ （No.35)入籍人１の配偶者区分＝２（妻）　の時、

（No.44)入籍人１の父母続柄＝３０（女）～４９（十九女）　であること

４３ （No.35)入籍人１の配偶者区分＝１（夫）　かつ

（No.65)入籍人配偶者の外国人区分＝０（日本人）　の時、

（No.66)入籍人配偶者の配偶者区分＝２（妻）　であること

４４ （No.35)入籍人１の配偶者区分＝２（妻）　かつ

（No.65)入籍人配偶者の外国人区分＝０（日本人）　の時、

（No.66)入籍人配偶者の配偶者区分＝１（夫）　であること

４５ （No.66)入籍人配偶者の配偶者区分＝１（夫）　の時、

（No.59)入籍人配偶者の父母続柄＝１０（男）～２９（十九男）　であること

４６ （No.66)入籍人配偶者の配偶者区分＝２（妻）　の時、

（No.59)入籍人配偶者の父母続柄＝３０（女）～４９（十九女）　であること

４７ （削除）

４８ （No.50)届出人資格１または（No.52)届出人資格２ ＝ ０１６（親権者父）　の時、

（No.42)入籍人ｎの父の氏名 ≠ スペース　であること

４９ （No.50)届出人資格１または（No.52)届出人資格２ ＝ ０１７（親権者母）　の時、

（No.43)入籍人ｎの母の氏名 ≠ スペース　であること

５０ （No.50)届出人資格１または（No.52)届出人資格２ ＝ ０１９（親権者養父）　の時、

（No.45)入籍人ｎの養父の氏名 ≠ スペース　であること

５１ （No.50)届出人資格１または（No.52)届出人資格２ ＝ ０２０（親権者養母）　の時、

（No.46)入籍人ｎの養母の氏名 ≠ スペース　であること

５２ （No.50)届出人資格１または（No.52)届出人資格２ ＝ １１０（未成年後見人）　の時、

（No.51）届出人氏名１または（No.53)届出人氏名２ ≠ スペース　であること

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成30年　３月31日 21 11-2／29
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

０
１

３

 ２．０　関連チェック　　　(5/7)  入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

6
0
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53 （No.31） 新本籍 ≠ スペースの時、 「関連エラーがあります。

（No.32） 新筆頭者 ≠ スペースであること 　正しく入力して下さい。」

54 （No.31） 新本籍 ＝ スペースの時、

（No.32） 新筆頭者 ＝ スペースであること

（No.15） 許可の審判確定日 ≠ スペースの時

（No.15） 許可の審判確定日 ≦ （Ｎｏ．5） 受領日であること

56 （No.1）　入籍者種別 ＝ 2 （配偶者同時） かつ

（No.65） 入籍人配偶者の外国人区分 = 0 （日本人） の時

（No.39） 入籍人1の漢字氏名の氏 = （Ｎｏ．55） 入籍人配偶者の漢字氏名の氏 であること

57 （No.1）　入籍者種別 ＝ 2 （配偶者同時） かつ （Ｎｏ．32） 新筆頭者 ≠ スペースの時、

（No.39） 入籍人1の漢字氏名の名 = （Ｎｏ．32） 新筆頭者の名 であること

58 （No.49） 入籍人の筆頭者の氏 = （Ｎｏ．39） 入籍人ｎ の漢字氏名の氏 であること

58-1 （No.22） 入籍先の筆頭者の氏 ≠ スペースかつ（No.24） 入籍先の漢字氏名 ≠ スペースの時

（No.22） 入籍先の筆頭者の氏 ＝ （No.24） 入籍先の漢字氏名の氏であること

59 （No.67） 入籍人配偶者の更生区分 = 2 （父） または4 （父母）  または8 （父及び養母） の時

（No.57） 入籍人配偶者の父の氏名 ≠ スペースであること

60 （No.67） 入籍人配偶者の更生区分 = 3 （母） または4 （父母）  または9 （養父及び母） の時

（No.58） 入籍人配偶者の母の氏名 ≠ スペースであること

61 （No.67） 入籍人配偶者の更生区分 = 5 （養父） または7 （養父母）  または9 （養父及び母） の時

（No.60） 入籍人配偶者の養父の氏名 ≠ スペースであること

62 （No.67） 入籍人配偶者の更生区分 = 6 （養母） または7 （養父母）  または8 （父及び養母） の時

（No.61） 入籍人配偶者の養母の氏名 ≠ スペースであること

63 （No.24） 入籍先漢字氏名 ≠ スペース かつ （Ｎｏ．32） 新筆頭者 ≠ スペースの時

（No.24） 入籍先漢字氏名の氏 ＝ （Ｎｏ．32） 新筆頭者の氏 であること

64 （No.13） 入籍相手 = 2 （父） の時、

（No.42） 入籍人ｎ の父氏名 ≠ スペースであること

65 （No.13） 入籍相手 = 3 （母） の時、

（No.43） 入籍人ｎ の母氏名 ≠ スペースであること

０
１

４

 ２．０　関連チェック　　　(６/７)  入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

55

平成２６年　３月　１日 17 11-3／29
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

60
12
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６６ （No.13）入籍相手＝４（父母）の時、 「関連エラーがあります。

（No.42）入籍人ｎの父氏名≠スペース　かつ　（No.43）入籍人ｎの母氏名≠スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

６７ （No.13）入籍相手＝５（養父）の時、

（No.45）入籍人ｎの養父氏名≠スペース　であること

６８ （No.13）入籍相手＝６（養母）の時、

（No.46）入籍人ｎの養母氏名≠スペース　であること

６９ （No.13）入籍相手＝７（養父母）の時、

（No.45）入籍人ｎの養父氏名≠スペース　かつ　（No.46）入籍人ｎの養母氏名≠スペース　であること

７０ （No.26）入籍先の世帯主≠スペースの時、

（No.25）入籍先の住所≠スペース　であること

７１ （No.41）入籍人ｎの世帯主≠スペースの時、

（No.40）入籍人ｎの住所≠スペース　であること

７２ （No.64）入籍人配偶者の世帯主≠スペースの時、

（No.63）入籍人配偶者の住所≠スペース　であること

７3 （No.25）入籍先の住所=スペースの時、

（No.26）入籍先の世帯主=スペース　であること

７4 （No.40）入籍人ｎの住所=スペースの時、

（No.41）入籍人ｎの世帯主=スペース　であること

７5 （No.63）入籍人配偶者の住所=スペースの時、

（No.64）入籍人配偶者の世帯主=スペース　であること

76 （No.27）入籍先の父の氏名 または （No.28）入籍先の母の氏名 ≠ スペースの時、

（No.29）入籍先の父母続柄≠スペース　であること

０
１

５

 ２．０　関連チェック　　　(7/7)  入籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

２２ 11-4／29
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成 ６ 年１２月 １ 日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成３１年 ３ 月３１ 日
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2
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０-1／１

（0-1） 同時入籍者数分繰り返す ／

（0-2） 入籍人の本籍 ＝ 管内 （YES，NO) ／

ＹＥＳ （0-3） 戸籍変動区分 （１：既にある戸籍に入る，２：父又は母の新戸籍に入る，その他） ／

１，２ （0-4） 入籍人ｎの身分事項に性同一性障害（７００３）がある。 （ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （0-5） 確認メッセージ 平成15年法律第111号3条

　　　「性同一性障害の記録があります。入力した戸籍に入籍できますか？」を表示する。

ＹＥＳ （0-6） → （0-1） ／

Ｎ　Ｏ （0-7） → ／ （0-8）本紙へ 「N」の時、不受理

Ｎ　Ｏ （0-9） → （0-1） ／

その他 （0-10） → （0-1） ／

N　O （0-11） → （0-1）

（0-12） 入籍先の父氏名＝スペース　または　入籍先の母氏名＝スペース（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-12-1） 入籍先の父母続柄≠スペース（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （0-13） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （0-14） → （0-23） ／

Ｎ　Ｏ （0-15） （0-16）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-16-1）→（0-23） ／

Ｎ　Ｏ （0-17） 入籍先の父母との続柄＝１０（男）　または　３０（女）　である（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-18） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが

　間違いありませんね？」

ＹＥＳ （0-19） → （0-23） ／

Ｎ　Ｏ （0-20） （0-21）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-22） → （0-23） ／

（0-23） 同時入籍者数分繰り返す ／

（0-24） 入籍人ｎの父氏名＝スペース　または　入籍人ｎの母氏名＝スペース（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-25） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （0-26） → （0-23） ／

Ｎ　Ｏ （0-27） （0-28）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-29） 入籍人ｎの父母との続柄＝１０（男）　または　３０（女）　である（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-30） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが

　間違いありませんね？」

ＹＥＳ （0-31） → （0-23） ／

Ｎ　Ｏ （0-32） （0-33）本紙へ 不受理

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成１６年　７月１６日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

０
１

５
－

１

平成３１年　３月３１日 22 15-1／29
（　３　）

処　　　理　　　名  ３．０　審査 60
12
6
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０-2／１

Ｎ　Ｏ （0-34） → （0-23） ／

（0-35） 入籍人配偶者外人区分＝０（日本人）である（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-36） 配偶者父氏名＝スペース　または　配偶者母氏名＝スペース（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-37） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （0-38） → （0-48） ／

Ｎ　Ｏ （0-39） （0-40）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-41） 父母との続柄コード＝１０（男）　または　３０（女）　である（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-42） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが

　間違いありませんね？」

ＹＥＳ （0-43） → （0-48） ／

Ｎ　Ｏ （0-44） （0-45）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-46） → （0-48） ／

Ｎ　Ｏ （0-47） → （0-48） ／

０
１

５
－

２

平成２９年　３月３１日 ２０ 15-2／29
（　３　）

処　　　理　　　名  ３．０　審査

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成１６年　７月１６日
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版 頁

１／１

（0-48） 受領日 ＝ 送付日である

（0-49） 確認メッセージ「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （0-50）→（1）へ

Ｎ Ｏ （0-51）→ （0-52）本紙へ 画面項目修正（審査完了しない）

（0-53）→（1）へ

（1） 許可の審査確定日　≠　スペース（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

 （2） 入籍事由　（1：氏を称する入籍、2：同籍する入籍、3：従前の氏を称する入籍） ／

（2-1） 入籍相手（4：父母、7：養父母、その他） ／

（2-2） 確認メッセージ （2-3）本紙へ 民791Ⅱ

　「許可の審判確定日に入力がありますがよろしいですか？」を表示する。（ＹＥＳ、ＮＯ）

(2-4) 審査（氏を称する入籍）処理 　　　[３．１] ／

(2-5) → （23） ／

Ｎ Ｏ  (2-6) （2-7）本紙へ 不受理

 （3） 審査 （氏を称する入籍） 処理 　　　[３．１] ／

 （4） → （23） ／

 （5） エラーメッセージ （6）本紙へ 不受理

　　　「入籍事由に誤りがあります。」を表示する。 昭和62.10.1　民二5000号通達第５の１（1）

 （7） 入籍事由　（1：氏を称する入籍、2：同籍する入籍、3：従前の氏を称する入籍） ／
 （8） 入籍先の配偶者区分 （１：夫、２：妻、その他） ／ 民791Ⅱ

（8-1） 入籍相手（4：父母、7：養父母、その他） ／
 （9） 審査（氏を称する入籍）処理 　　　[３．１] ／
 （10） → （23） ／

（10-1） 確認メッセージ （10-2）本紙へ

　「許可の審判確定日に入力がありませんがよろしいですか？」

　を表示する。（ＹＥＳ、ＮＯ）

 （10-3） 審査（氏を称する入籍）処理 　　　[３．１] ／

 （10-4） → （23） ／

ＮＯ  （10-5） （10-6）本紙へ 不受理

 （11） エラーメッセージ （12）本紙へ 不受理

 （13） 確認メッセージ

　　　「民法上の氏は同じですか？」を表示する。

 （14） 審査　（同籍する入籍）処理 　　　[３．２]

 （15） → （23）

 （16） エラーメッセージ （17）本紙へ 不受理

　　　「民法上の氏が異なるため、同籍する入籍はできません。」を表示する。

Ｎ Ｏ

1

１、２

４，７

その他

０
１

６

ＹＥＳ

Ｎ Ｏ

ＹＥＳ

1
４，７

ＹＥＳ

その他

その他

ＹＥＳ

その他
　　　「家庭裁判所の許可が必要な入籍です。」を表示する。

2

ＹＥＳ

Ｎ Ｏ

20 １２／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ３．０　審査 備　　　　　　　　　　考

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成１６年　７月１６日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

平成２9年　３月３１日
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版 頁

１／１

 （18） 確認メッセージ 民791Ⅳ

　　　「従前に称していた氏ですか？」を表示する。

 （19） 審査　（従前の氏を称する入籍）処理 　　　[３．３]

 （20） → （23）

 （21） エラーメッセージ （22）本紙へ 不受理

　　　「従前の氏を称する入籍はできません。」を表示する。

（23） → （24）本紙へ

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成１６年　７月１６日 平成２７年　３月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

ＮＯ

１８ １２-1／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ３．０　審査 備　　　　　　　　　　考

０
１

６
-
１

3

ＹＥＳ

Ｎ Ｏ

6
01
2
8-

2 









版 頁

（１） 戸籍変動区分（１：既にある戸籍に入る，２：父又は母の新戸籍に入る，３：新しい戸籍をつくる） ／

1 （２） → （９） ／

2 （３） エラーメッセージ （４） 3.0審査へ 不受理

        「戸籍変動区分が正しくありません。再入力して下さい。」を表示

3 （５） 新本籍及び新筆頭者に入力がある（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （６） → （９） ／ 戸１９，戸２０

Ｎ Ｏ （７） エラーメッセージ （８） 3.0審査へ 不受理

        「新本籍又は筆頭者に入力がありません。入力して下さい。」を表示

（９） 同時入籍者数分繰り返す ／

（10） 入籍人ｎの生年月日+２０年（２０歳以上）　≦　受領日　である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （11） 入籍人ｎの生年月日+２１年（２１歳未満）　＞　受領日　である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 民７９１条４項

ＹＥＳ （12） 従前の氏を改めた日の入力がある（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （13）入籍人ｎの生年月日+２０年（２０歳未満）　＞　従前の氏を改めた日 ／

        である（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （14） → （20） ／

Ｎ Ｏ （15） エラーメッセージ （16） 3.0審査へ 不受理

        「従前の氏を改めた日を再度入力して下さい。」を表示

Ｎ Ｏ （17） エラーメッセージ 不受理

        「従前の氏を改めた日の入力をして下さい。」を表示

Ｎ Ｏ （18） エラーメッセージ 不受理

        「成年に達してから１年を経過しています。」を表示

Ｎ Ｏ （19） エラーメッセージ

        「入籍人は未成年です（成年擬制の時は審査結果入力処理です）。を表示

（20） 審査（届出人資格）処理 ［４．１］ ／

（21） 審査（入籍人更正区分）処理 ［４．２］ ／

（22） 入籍者種別＝２（配偶者同時）である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （23） 審査（入籍人配偶者更正区分）処理 ［４．３］ ／

Ｎ Ｏ （24） → （25） ／

（25） → （26） 3.0審査へ

０
２

０

平成29年　３月３１日 20 １５／２９
（　３　）

処　　　理　　　名 3.3　審査（従前の氏を称する入籍） １／１ 備　　　　　　　　考

改　　訂　　日　付
３

審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日
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１／３

（１） 入籍人ｎの生年月日+１５年（１５歳未満）　＞　受領日　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （２） 届出人資格１（０００：未入力，０１６：親権者父，０１７：親権者母， ／ 民７９１Ⅲ

　　　　　　　　　　　　　０１９：親権者養父，０２０：親権者養母，１１０：未成年後見人，その他）

000 （３） 届出人資格２（０１６：親権者父，０１７：親権者母，０１９：親権者養父， ／

　　　　　　　　　　　　　０２０：親権者養母，１１０：未成年後見人，その他）

016,017, （４） 確認メッセージ （５）３．０審査へ 「N」の時、不受理

019,020 　　　「単独親権ですか？」を表示

110 （６） 入籍人の本非区分（１：本籍分届，２：非本籍分届） ／

１ （７） 入籍人ｎの身分事項に未成年後見人事項がある（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （８） → （76） ／

Ｎ　Ｏ （９） エラーメッセージ「事件本人に未成年後見人事項がありません。 （10）３．０審査へ 不受理

　　　未成年後見人は届出人になれません。」を表示

２ （10） → （76） ／

その他 （12） エラーメッセージ （13）３．０審査へ 不受理

　　　「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

016,019 （14） 届出人資格２（０００：未入力，０１７：親権者母，０２０：親権者養母，その他） ／

000 （15） 確認メッセージ （18）３．０審査へ 「N」の時、不受理

　　　「単独親権ですか？」を表示

017,020 （16） 確認メッセージ 「N」の時、不受理

　　　「共同親権ですか？」を表示

その他 （17） エラーメッセージ 不受理

　　　「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

017,020 （19） 届出人資格２（０００：未入力，０１６：親権者父，０１９：親権者養父，その他） ／

000 （20） 確認メッセージ （23）３．０審査へ 「N」の時、不受理

　　　「単独親権ですか？」を表示

016,019 （21） 確認メッセージ 「N」の時、不受理

　　　「共同親権ですか？」を表示

その他 （22） エラーメッセージ 不受理

　　　「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成29年　３月３１日
（　３　）

０
２

１

１６／２９

備　　　　　　　　　　考処　　　理　　　名

 審査（入籍届） 20平成　６年１２月　１日

 ４．１　審査（届出人資格）処理

要件定義ワークシート
システム化調査研究会

作　　成　　者作　　　　業　　　　名第　２
３

6
01
3
3 











版 頁

１／４

（１） 入籍先の本非区分 ＝ １（本籍）　である（YES，NO) ／

ＹＥＳ （２） 入籍人の本非区分 ＝ １（本籍）　である（YES，NO) ／

ＹＥＳ （３） 入籍人ｎの更正区分 ／

２，４， （3-1） 入籍先の配偶者区分 ／

８ １，２ ／

ＹＥＳ （５）→(7-2) ／ （６）（削除） （６）を削除（14版修正により）

Ｎ　Ｏ （７） 確認メッセージ （7-1）削除 （7-1）を削除（16版修正により）

　　　「入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ （８） → （7-2）削除 (８)（7-2）を削除（17版修正により）

（8-1）エラーメッセージ

　　　　「父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　　　　父欄の更正を行ってください。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （10）3.0審査へ 不受理

(7-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分＝１（夫）の氏 ＝ 入籍人ｎの父の氏（YES，NO) ／

ＹＥＳ （7-3） エラーメッセージ （7-4）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （7-5）→（12） ／

０ （10-1） 入籍相手＝２（父）　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （10-2） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの父氏名の名　（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （10-3） → （10-5-1） 削除 (10-3)（10-5-1）を削除（17版修正により）

（10-3-1）エラーメッセージ

　　　　「父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　　　　父欄の更正を行ってください。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （10-4） 確認メッセージ （10-5）削除 (10-5)を削除(16版修正により)

　　　「入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (10-4-1) → (10-5-1) ／

(10-4-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (10-4-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（10-5-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの父氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （10-5-2） エラーメッセージ （10-5-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （10-5-4）→（12） ／

Ｎ　Ｏ （10-6） 確認メッセージ （10-6-1）３．０審査へ 応答内容は、処分区分には影響させない

　　　「父の情報が特定できないため、移記処理で父欄の更正を

　　　行って下さい。」を表示する。

０
２

４

（４） 入籍先戸籍の内、配偶者区分＝１（夫）の名 ＝ 入籍人ｎの父の名（YES，NO)

／

／ （8-2）本紙へ

（９） エラーメッセージ
　　　　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」
　　　　　を表示する。

／ （10-3-2）本紙へ

／

平成２６年　３月　１日 17 １９／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日
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１／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ２，４， ３ （10-7） 入籍先の父母続柄が男性系（10～29,51）（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

8 ＹＥＳ （10-8） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの父氏名の名　（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （10-9） → （10-11-1） ／

Ｎ　Ｏ （10-10） 確認メッセージ （10-11）削除 （10-11）を削除（16版修正により）
　　　「入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (10-10-1) → (10-11-1) 削除 (10-10-1)（10-11-1）を削除（17版修正により）

(10-10-1-1)エラーメッセージ

　「父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　父欄の更正を行ってください。」を表示する。

(10-10-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (10-10-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（10-11-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの父氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （10-11-2） エラーメッセージ （10-11-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （10-11-4）→（12） ／

Ｎ　Ｏ （10-12） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名＝ ／

　　　　　入籍人ｎの父氏名の名　（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （10-13） →（10-15-1） ／

Ｎ　Ｏ （10-14） 確認メッセージ （10-15）削除 （10-15）を削除（16版修正により）
　　　「入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (10-14-1) → (10-15-1) 削除 (10-14-1)（10-15-1）を削除（17版修正により）

(10-14-1-1)エラーメッセージ

　「父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　父欄の更正を行ってください。」を表示する。

(10-14-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (10-14-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（10-15-1）入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の氏＝ ／

入籍人ｎの父氏名の氏　（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （10-15-2） エラーメッセージ （10-15-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （10-15-4）→（12） ／

その他 （11） → （12） ／

（12） 入籍人ｎの更正区分 ／

３，４， （12-1） 入籍先の配偶者区分 ／

９

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 １９-1／２９

（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

０
２

４
-1

／

／ （10-10-1-2）本紙へ

／

／ （10-14-1-2）本紙へ

60
1
38
-2
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２／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ３，４， １，２ ／

９ ＹＥＳ （14）→（16-2） ／ （15）削除 （15）を削除（14版修正により）

Ｎ　Ｏ （16） 確認メッセージ (16-1)削除 (16-1) を削除(16版修正により)

　　　「入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ （17） → （16-2） 削除 (17)（16-2）を削除（17版修正により）

(17-1)エラーメッセージ

　「母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　母欄の更正を行ってください。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （19）３．０審査へ 不受理

(16-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分＝2（妻）の氏 ＝ 入籍人ｎの母の氏（YES，NO) ／

ＹＥＳ （16-3） エラーメッセージ （16-4）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （16-5）→（21） ／

０ （19-1） 入籍相手＝３（母）（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （19-2） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （19-3） →  （19-5-1） ／

Ｎ　Ｏ （19-4） 確認メッセージ (19-5) 削除 (19-5) を削除(16版修正により)

　　　「入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (19-4-1) → (19-5-1) 削除 (19-4-1) → (19-5-1) を削除（17版修正により）

(19-4-1-1) エラーメッセージ

　「母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(19-4-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (19-4-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（19-5-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの母氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （19-5-2） エラーメッセージ （19-5-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （19-5-4）→（21） ／

Ｎ　Ｏ （19-6） 確認メッセージ 応答内容は、処分区分には影響させない

　　　「母の情報が特定できないため、移記処理で母欄の更正を

　　　行って下さい。」を表示する。

（13）入籍先戸籍の内、配偶者区分＝２（妻）の名 ＝ 入籍人ｎの母の名（YES，NO)

０
２

５

／

／ （17-2）本紙へ

（18）エラーメッセージ
　　　　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」
　　　　　を表示する。

／

／ （19-4-1-2）本紙へ

平成２６年　３月　１日 17 ２０／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

60
13
9 



版 頁

２／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ３，４， ３ （19-7） 入籍先の父母続柄が女性系（30～49,52）（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

９ ＹＥＳ （19-8） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの母氏名の名　（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （19-9） → （19-11-1）

Ｎ　Ｏ （19-10） 確認メッセージ (19-11) 削除 (19-11) を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (19-10-1) → (19-11-1) 削除 (19-10-1) (19-11-1)を削除（17版修正により）

(19-10-1-1)エラーメッセージ

　「母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(19-10-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (19-10-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（19-11-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの母氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （19-11-2） エラーメッセージ （19-11-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （19-11-4）→（21） ／

Ｎ　Ｏ （19-12） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名＝ ／

　　　　　入籍人ｎの母氏名の名　（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （19-13） → （19-15-1） ／

Ｎ　Ｏ （19-14） 確認メッセージ (19-15)削除 (19-15)を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (19-14-1) → (19-15-1) 削除 (19-14-1) (19-15-1)を削除（17版修正により）

(19-14-1-1)エラーメッセージ

　「母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(19-14-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (19-14-3) 3.0審査へ 不受理

　　を表示する。

（19-15-1） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の氏＝ ／

入籍人ｎの母氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （19-15-2） エラーメッセージ （19-15-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （19-15-4）→（21） ／

その他 （20） → （21） ／

（21） 入籍人ｎの更正区分 ／

５，７， （21-1） 入籍先の配偶者区分 ／

９ １，２ ／

ＹＥＳ （23）→（25-2） ／ （24）削除 (24)を削除（14版修正により）

Ｎ　Ｏ （25） 確認メッセージ (25-1)削除 (25-1)を削除(16版修正により)

　　　「入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか？」を表示する。

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 ２０-1／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

（22） 入籍先戸籍の内、配偶者区分＝１（夫）の名＝入籍人ｎの養父の名（ＹＥＳ，ＮＯ)

／

０
２

５
-
1

／

／ （19-10-1-2）本紙へ

／

／ （19-14-1-2）本紙へ

6
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3
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版 頁

３／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ５，７， １，２ Ｎ　Ｏ ＹＥＳ （27） → (25-2) 削除 (27) (25-2)を削除（17版修正により）

９ (27-1)エラーメッセージ

　「養父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養父欄の更正を行ってください。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （29） ３．０審査へ

(25-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分＝１（夫）の氏＝入籍人ｎの養父の氏（YES，NO) ／

ＹＥＳ （25-3） エラーメッセージ （25-4）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （25-5）→（31） ／

０ （29-1） 入籍相手＝５（養父）（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-2） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの養父氏名の名（YES，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-3） → （29-5-1） ／

Ｎ　Ｏ （29-4） 確認メッセージ （29-5）３．０審査へ Nの時、不受理

　　　「入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (29-4-1) → (29-5-1) 削除 (29-4-1) (29-5-1)を削除（17版修正により）

(29-4-1-1)エラーメッセージ

　「養父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養父欄の更正を行ってください。」を表示する。

(29-4-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (29-4-3) 3.0審査へ 不受理

を表示する。

（29-5-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの養父氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-5-2） エラーメッセージ （29-5-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （29-5-4）→（31） ／

Ｎ　Ｏ （29-6） 確認メッセージ （29-6-1）３．０審査へ 応答内容は、処分区分には影響させない

　　　「養父の情報が特定できないため、移記処理で養父欄の

　　　更正を行って下さい。」を表示する。

３ （29-7） 入籍先の父母続柄が男性系（10～29,51）（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-8） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの養父氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-9） → （29-11-1） ／

Ｎ　Ｏ （29-10） 確認メッセージ （29-11）削除 (29-11) を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (29-10-1) → (29-11-1) 削除 (29-10-1) (29-11-1)を削除（17版修正により）

(29-10-1-1)エラーメッセージ

　「養父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養父欄の更正を行ってください。」を表示する。

(29-10-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (29-10-3) 3.0審査へ 不受理

を表示する。

（29-11-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの養父氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （29-11-2） エラーメッセージ （29-11-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （29-11-4）→（31） ／

／ （27-2）本紙へ

０
２

６

（28）エラーメッセージ
　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」
　　を表示する。

／ （29-4-1-2）本紙へ

／

／ （29-10-1-2）本紙へ

平成２６年　３月　１日 17 20-1／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

6
01
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0 



版 頁

３／４

ＹＳＥ ＹＥＳ ５，７ 3 Ｎ　Ｏ （29-12） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名＝ ／

９ 　　　　　入籍人ｎの養父氏名の名　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （29-13） → （29-15-1） ／

Ｎ　Ｏ （29-14） 確認メッセージ (29-15)削除 (29-15)を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (29-14-1) → (29-15-1) 削除 (29-14-1) (29-15-1)を削除（17版修正により）

(29-14-1-1)エラーメッセージ

　「養父の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養父欄の更正を行ってください。」を表示する。

(29-14-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (29-14-3) 3.0審査へ 不受理

を表示する。

（29-15-1） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の氏＝ ／
　　　　　入籍人ｎの養父氏名の氏　（YSE，NO）

ＹＥＳ （29-15-2） エラーメッセージ （29-15-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （29-15-4）→（31） ／

その他 （30） → （31） ／

（31） 入籍人ｎの更正区分 ／

６，７， （31-1） 入籍先の配偶者区分 ／

８ １，２ ／

ＹＥＳ （33） → (35-2) （34）削除 (34)を削除（14版修正により）

Ｎ　Ｏ （35） 確認メッセージ (35-1) 削除

　　　「入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ （36） → （35-2） 削除 ／ （36）（35-2） を削除（17版修正により）

(36-1)エラーメッセージ

　「養母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養母欄の更正を行ってください。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （38） ３．０審査へ 不受理

／

ＹＥＳ （35-3） エラーメッセージ （35-4）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （35-5）→（42） ／

０
２

６
-1

／

／ （29-14-1-2）本紙へ

（32）入籍先戸籍の内、配偶者区分＝２（妻）の名＝入籍人ｎの養母の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

／

（36-2）本紙へ

(37)エラーメッセージ
　　　「同一人でないため、父母欄更正できません。」
　　　を表示する。

(35-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分＝２（妻）の氏＝入籍人ｎの養母の氏（ＹＥＳ，Ｎ
Ｏ）

平成２６年　３月　１日 17 20-1-1／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日
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版 頁

４／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ６，７， ０ （38-1） 入籍相手＝６（養母）　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

８ ＹＥＳ （38-2） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの養母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （38-3） → （38-5-1） ／

Ｎ　Ｏ （38-4） 確認メッセージ (38-5) 削除 (38-5)を削除(16版修正により)
　　「入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (38-4-1) → (38-5-1) 削除 (38-4-1) (38-5-1)を削除（17版修正により）

(38-4-1-1)エラーメッセージ

　「養母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(38-4-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (38-4-3) 3.0審査へ 不受理

を表示する。

（38-5-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの養母氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （38-5-2） エラーメッセージ （38-5-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （38-5-4）→（42） ／

N　O （38-6） 確認メッセージ （38-6-1）３．０審査へ 応答内容は、処分区分には影響させない

　　　「養母の情報が特定できないため、移記処理で養母欄の更正を

　　　行って下さい。」を表示する。

３ （38-7） 入籍先の父母続柄が女性系（30～49,52）（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （38-8） 入籍先の漢字氏名の名＝入籍人ｎの養母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （38-9） →（38-11-1） ／

Ｎ　Ｏ （38-10） 確認メッセージ (38-11) 削除 (38-11)を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (38-10-1) → (38-11-1) 削除 (38-10-1) (38-11-1)を削除（17版修正により）

(38-10-1-1)エラーメッセージ

　「養母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(38-10-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (38-10-3) 3.0審査へ 不受理

を表示する。

（38-11-1） 入籍先の漢字氏名の氏＝入籍人ｎの養母氏名の氏（ＹＥＳ、ＮＯ） ／

ＹＥＳ （38-11-2） エラーメッセージ （38-11-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （38-11-4）→（42） ／

０
２
７

／

／ （38-4-1-2）本紙へ

／

／ （38-10-1-1）本紙へ

平成２６年　３月　１日 17 20-2／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

60
1
41
 



版 頁

４／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ６，７，8 ３ N　O （38-12） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名＝ ／

　　　　　入籍人ｎの養母氏名の名　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （38-13） → （38-15-1） ／

Ｎ　Ｏ （38-14） 確認メッセージ ／ (38-15)削除 (38-15)を削除(16版修正により)
　　　「入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか？」を表示する。

ＹＥＳ (38-14-1) → (38-15-1) 削除 ／ (38-14-1) (38-15-1)を削除（17版修正により）

(38-14-1-1)エラーメッセージ

　「養母の名が違います 入籍届を処理する前に 名に更正区分は使用できない。

　養母欄の更正を行ってください。」を表示する。

(38-14-2) ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

Ｎ Ｏ 「同一人でないため、父母欄更正できません。」 (38-14-3)　→　3.0審査へ 不受理

を表示する。

（38-15-1） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の氏＝ ／
　　　　　入籍人ｎの養母氏名の氏　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （38-15-2） エラーメッセージ （38-15-3）３．０審査へ 不受理

　　　　　　　「更正区分に誤りがあります。」　を表示する。

Ｎ　Ｏ （38-15-4）→（42） ／

その他 （39） → （42） ／

N　O （40） → （42） ／

N　O （41） → （42） ／

（42） → （43）3.1,又は3.2,又は

      3.3 審査へ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

０
２
７
-１

（38-14-1-2）本紙へ

平成２６年　３月　１日 17 20-3／29
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．２　審査（入籍人更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

60
1
41
-2
 





版 頁

２／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ＹＥＳ ２，４， ３ Ｎ　Ｏ Ｎ　Ｏ （13-13） 確認メッセージ （13-14）３．０審査へ Nの時、不受理

８ 「入籍人配偶者の父と入籍先の父は

同一人ですか？」を表示する。

その他 （14） → （15） ／

（15） 入籍人配偶者の更正区分 ／

３，４， （16） 入籍先の配偶者区分 ／

９ １，２ （17） 入籍先戸籍の内、配偶者区分＝２（妻）の氏名＝ ／

　　　入籍人配偶者の母氏名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （18） エラーメッセージ （19）３．０審査へ 不受理

「更正区分に誤りがあります。」を表示する

Ｎ　Ｏ （20） 確認メッセージ

「入籍人配偶者の母と入籍先の母は同一人

ですか？」を表示する。

ＹＥＳ （21） → （26） ／

Ｎ　Ｏ （22） エラーメッセージ （23）３．０審査へ 不受理

「同一人でないため、父母欄更正は

できません。」を表示する。

０ （24） 入籍相手＝３（母）（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （24-1） 入籍先の漢字氏名の名＝ ／

　　　入籍人配偶者の母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （24-2） → （26）

Ｎ　Ｏ （24-3） 確認メッセージ （24-4）３．０審査へ Nの時、不受理
「入籍人配偶者の母と入籍先の母は同一人

ですか？」を表示する。

Ｎ　Ｏ （24-5） 確認メッセージ 応答内容は、処分区分には影響させない

「母の情報が特定できないため、移記処理で

母欄の更正を行って下さい。」を表示する。

３ （24-5-1） 入籍先の父母続柄が女性系（３０～４９，５２）（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （24-6） 入籍先の漢字氏名の名＝ ／

　　　入籍人配偶者の母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （24-7） → （26） ／

Ｎ　Ｏ （24-8） 確認メッセージ （24-9）３．０審査へ Nの時、不受理

「入籍人配偶者の母と入籍先の母は

同一人ですか？」を表示する。

N　O （24-10） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名 ／
　　　の名＝入籍人配偶者の母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

０
２

９

平成２９年　３月３１日 20 ２２／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．３　審査（入籍人配偶者更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
01
4
3 





版 頁

４／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ＹＥＳ ５，７， ３ Ｎ　Ｏ （35-10） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名 ／

９ 　　　の名＝入籍人配偶者の母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （35-11） → （37） ／

Ｎ　Ｏ （35-12）確認メッセージ （35-13）３．０審査へ Nの時、不受理

「入籍人配偶者の母と入籍先の母は

同一人ですか？」を表示する。

その他 （36） → （37） ／

（37） 入籍人配偶者の更正区分 ／

６，７， （38） 入籍先の配偶者区分 ／

８ １，２ （３９） 入籍先戸籍の内、配偶者区分＝２（妻）の氏名＝ ／
　　　入籍人配偶者の養母氏名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （40） エラーメッセージ （41）３．０審査へ 不受理

「更正区分に誤りがあります。」を表示する。

Ｎ　Ｏ （42） 確認メッセージ （43）３．０審査へ

「入籍人配偶者の養母と入籍先の養母は同一人

ですか？」を表示する。

ＹＥＳ （44） → （48） ／

Ｎ　Ｏ （45） エラーメッセージ （46）３．０審査へ 不受理

「同一人でないため、父母欄更正は

できません。」を表示する。

０ （47） 入籍相手＝６（養母）　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （47-1） 入籍先の漢字氏名の名＝ ／
　　　入籍人配偶者の養母氏名の名（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ （47-2） → （48） ／

Ｎ　Ｏ （47-3） 確認メッセージ （47-4）３．０審査へ Nの時、不受理
「入籍人配偶者の養母と入籍先の養母は

同一人ですか？」を表示する。

Ｎ　Ｏ （47-5） 確認メッセージ 応答内容は、処分区分には影響させない

「養母の情報が特定できないため、移記処理で

養母欄の更正を行って下さい。」を表示する。

3 （47-5-1）  入籍先の父母続柄が女性系（30～49,52）（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （47-5-2） 入籍先の漢字氏名の名＝ ／
　　　　　入籍人配偶者の養母氏名の名（ＹＥＳ、ＮＯ）

ＹＥＳ （47-5-3） → （48） ／

Ｎ　Ｏ （47-5-4） 確認メッセージ （47-5-5）３．０審査へ Nの時、不受理
「入籍人配偶者の養母と入籍先の養母は

同一人ですか？」を表示する。

０
３

１

平成２５年　３月　１日 16
22-2／２９

（　３　）

処　　　理　　　名  ４．３　審査（入籍人配偶者更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
01
4
5 



版 頁

４／４

ＹＥＳ ＹＥＳ ＹＥＳ ６，７， 3 Ｎ　Ｏ （47-5-6） 入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名 ／

８ 　　　　の名＝入籍人配偶者の父氏名の名(YES、NO)

ＹＥＳ (47-5-7)　→　（48） ／

NO （47-5-8） 確認メッセージ （47-5-9）3.0審査へ Nの時、不受理
「入籍人配偶者の父と入籍先の父は

同一人ですか？」を表示する。

その他 （48） → （49）３．１又は３．２又は

Ｎ　Ｏ 　　　３．３審査へ

Ｎ　Ｏ

Ｎ　Ｏ

０
３

１
-
1

平成２５年　３月　１日 16 22-2-1／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．３　審査（入籍人配偶者更正区分）処理 備　　　　　　　　　　考

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
01
4
5-

2 





版 頁

１／２

（１） 新本籍 ≠ スペース（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （２） 入籍先の本籍 ≠ 新本籍（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （３） 入籍人ｎの生年月日+１５年（１５歳未満） ＞ 受領日（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （４） 入籍相手（２：父，３：母，５：養父，６：養母） ／

２ （５） 届出人１または２（０１６：親権者父，１１０：未成年後見人，その他） ／ 戸３０条３項

０１６ （６） → （38） ／

１１０ （７） 確認メッセージ （８）３．０審査へ

　　　「未成年後見人は、入籍相手と同一人ですか。」を表示

ＹＥＳ （９） → （38） ／

Ｎ　Ｏ （10） 確認メッセージ （11）３．０審査へ 「N」の時、不受理

　　　「新本籍は入籍先と同一地番ではありません。

　　　　よろしいですか。」を表示

その他 （12） 確認メッセージ 「N」の時、不受理

　　　「新本籍は入籍先と同一地番ではありません。

　　　　よろしいですか。」を表示

３ （13） 届出人１または２（０１７：親権者母，１１０：未成年後見人，その他） ／ 戸３０条３項

０１７ （14） → （38） ／

１１０ （15） 確認メッセージ （16）３．０審査へ

　　　「未成年後見人は、入籍相手と同一人ですか。」を表示

ＹＥＳ （17） → （38） ／

Ｎ　Ｏ （18） 確認メッセージ （19）３．０審査へ 「N」の時、不受理

　　　「新本籍は入籍先と同一地番ではありません。

　　　　よろしいですか。」を表示

その他 （20） 確認メッセージ 「N」の時、不受理

　　　「新本籍は入籍先と同一地番ではありません。

　　　　よろしいですか。」を表示

５ （21） 届出人１または２（０１９：親権者養父，１１０：未成年後見人，その他） ／ 戸３０条３項

０１９ （22） → （38） ／

改　　訂　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

０
３

３

平成２９年　３月３１日 20 23-2／２９
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．５　審査（父又は母の新戸籍） 備　　　　　　　　　　考

6
01
4
7 











版 頁

４／５

１ ７ ２ Ｎ　Ｏ (58) 確認メッセージ (59) 3.0審査へ

　「入籍先（養母）と入籍人の養母の名が違いますがよろしいですか？」

ＹＥＳ (60) 入籍先戸籍に配偶者区分＝1(夫)の在籍者がいるか ／

ＹＥＳ (61)入籍先戸籍中の配偶者区分＝1(夫)の氏名の名 ／

　　　　＝ 入籍人ｎの養父氏名の名

ＹＥＳ (62) → (95) ／

Ｎ　Ｏ (63) 確認メッセージ (64) 3.0審査へ 「N」の時、不受理

　「入籍先(養父)と入籍人の養父の名が

　　　違いますがよろしいですか？」

Ｎ　Ｏ (65) 確認メッセージ 「N」の時、不受理

　　　「入籍先に養父が在籍していませんが

　　　よろしいですか？」

Ｎ　Ｏ (66) →

その他 (67) エラーメッセージ

　　　「入籍相手に誤りがあります」

その他 (68) → (70) ／

２ (69) → (70) ／

(70) 入籍相手 （2:父、3:母、5:養父、6:養母、その他） ／

２ (71) 入籍先の父母との続柄＝ 10～29(男～十九男) ／

ＹＥＳ (72) 入籍先漢字氏名の名　＝　入籍人ｎの父氏名の名 ／

ＹＥＳ (73) → （95） ／

Ｎ　Ｏ (74) 確認メッセージ (75) 3.0審査へ 「N」の時、不受理

　　　　「入籍先(父)と入籍人の父の名が違いますがよろしいですか？」

Ｎ　Ｏ ／

ＹＥＳ (76) エラーメッセージ (76-1) 3.0審査へ 不受理

　　　「入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。」

Ｎ　Ｏ (76-2) → (95) ／

３ (77) 入籍先の父母との続柄 = 30～49（女～十九女） ／

ＹＥＳ (78) 入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人ｎの母氏名の名 ／

ＹＥＳ (79) → （95） ／

０
３

8

(75-1) 入籍先の父母続柄 ≠ スペース

平成３１年　３月３１日 ２２ 23-7／29
（　３　）

処　　　理　　　名  ４．６　審査（入籍先・入籍相手区分） 備　　　　　　　　　　考

３
 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

改　　定　　日　付第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
01
5
2 



版 頁

５／５

３ ＹＥＳ Ｎ　Ｏ (80) 確認メッセージ (81) 3.0審査へ 「N」の時、不受理

　「入籍先(母)と入籍人の母の名が違いますがよろしいですか？」

Ｎ　Ｏ ／

　 ＹＥＳ (82) エラーメッセージ (82-1) 3.0審査へ 不受理

　「入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。」

Ｎ　Ｏ (82-2) → （95） ／

５ (83) 入籍先の父母との続柄＝ 10 ～ 29 (男～十九男) ／

ＹＥＳ (84) 入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人ｎの養父氏名の名 ／

ＹＥＳ (85) → （95） ／

Ｎ　Ｏ (86) 確認メッセージ (87) 3.0審査へ 「N」の時、不受理

　　　「入籍先(養父)と入籍人の養父の名が違いますがよろしいですか？」

Ｎ　Ｏ ／

ＹＥＳ (88) エラーメッセージ (88-1) 3.0審査へ 不受理

　　「入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。」

Ｎ　Ｏ (88-2) → （95） ／

６ (89) 入籍先の父母との続柄＝ 30 ～ 49 (女～十九女) ／

ＹＥＳ (90) 入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人ｎの養母氏名の名 ／

ＹＥＳ (91) → （95） ／

Ｎ　Ｏ (92) 確認メッセージ (93) 3.0審査へ 「N」の時、不受理

　　　「入籍先(養母)と入籍人の養母の名が違いますがよろしいですか？」

Ｎ　Ｏ ／

ＹＥＳ (94) エラーメッセージ (94-1) 3.0審査へ 不受理

　　「入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。」

Ｎ　Ｏ (94-2) → （95） ／

その他 (95) → (96) 3.1または3.2審査へ

０
３

９

平成３１年　３月３１日 ２２ 23-8／29

(87-1) 入籍先の父母続柄 ≠ スペース

処　　　理　　　名  ４．６　審査（入籍先・入籍相手区分） 備　　　　　　　　　　考

(81-1) 入籍先の父母続柄 ≠ スペース

(93-1) 入籍先の父母続柄 ≠ スペース

改　　定　　日　付
３

 審査（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

（　３　）

6
01
5
3 







































1
○ ○ ○ ○ ― ―

2 ○ ○ ○ ○ ― ―

3
○ ○ ○ ○ ― ―

4 ○ ○ ○ ○ ― ―

5
○ ○ ― ― ○ ― ―

6 ○ ○ ― ― ○ ― ―

7

○ ○ ○ ○ ○ ○

8

○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11

○ ○ ○ ○ ― ― ○

12 ○ ○ ○ ○ ― ― ○

13

○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

入籍人
配偶者

版 頁

０
５

８

３
入力確認（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２８年　３月 ３１日 19 １３／４１

第　２
補　足　説　明　書

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

（　7　）

処　　　理　　　名 2.0　　戸籍編製マトリックス表　（１/４）

項番

戸籍編製区分 入　　籍　　人

　　　　　C.2 　　　　　D.1

                A.1
                B.1
                C.1
                D.1

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

本・非
区分

他の在籍者 外国人
区分

本・非
区分

他の在籍
者の有無

本
籍
人 配

偶
者

そ
の
他

非
本
籍
人

有 無非
本
籍
人

有 無 日
本
人

　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

入籍人の従前戸籍新戸籍

入　　籍　　先

外
国
人

本
籍
人

入籍人（5.2）

入籍先の現在戸籍

管
内

管
外

　　　　　C.2

入籍人（5.2） 入籍人（5.1）
入籍人（5.3）

入籍人（5.2） 入籍人（5.1）
入籍人（5.3）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.1）
入籍人（5.3）

入籍人（5.2）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）

新
戸
籍
編
製
 

一
部
除
籍
 

一
部
除
籍
 

全
部
除
籍
 

全
部
除
籍
 

一
部
記
載
 

60
17
2
 



14

○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17

○ ○ ○ ○ ― ― ○

18 ○ ○ ○ ○ ― ― ○

19

○ ○ ― ― ○ ○ ○

20 ○ ○ ― ― ○ ○ ○

21

○ ○ ― ― ○ ○ ○

22 ○ ○ ― ― ○ ○ ○

23

○ ○ ― ― ○ ― ― ○

24 ○ ○ ― ― ○ ― ― ○

25

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1入籍人（5.2）
入籍配偶者
　　　　 （6.2）

 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）
 入籍人配偶者（6.1）
 入籍人配偶者（6.3）

 父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

父又は母（4.2）

父又は母（4.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

父又は母（4.2）

父又は母（4.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）

入籍人（5.2）  父又は母（4.1）
 父又は母（4.3）
 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2）

父又は母（4.2）

入籍人（5.2） 父又は母（4.2） 父又は母（4.1）
父又は母（4.3）
入籍人（5.1）
入籍人（5.3）

有 無 管
内

管
外

　　　　　C.2

新戸籍 入籍人の従前戸籍

入籍人（5.2）

有 無 日
本
人

外
国
人

本
籍
人

版 頁

                A.1
                B.1
                C.1
                D.1

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

本・非
区分

他の在籍者 外国人
区分

本・非
区分

他の在籍
者の有無

本
籍
人

　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

　　　　　C.2 　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

　　　　　D.1

配
偶
者

そ
の
他

非
本
籍
人

０
５

９

３
入力確認（入籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２８年　３月 ３１日 19 １４／４１

第　２
補　足　説　明　書

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

（　7　）

処　　　理　　　名 2.0　　戸籍編製マトリックス表　（２/４）

項番

戸籍編製区分 入　　籍　　人
入籍人
配偶者

入　　籍　　先

入籍先の現在戸籍

非
本
籍
人

新
戸
籍
編
製
 

一
部
除
籍
 

一
部
除
籍
 

全
部
除
籍
 

全
部
除
籍
 

一
部
記
載
 

60
17
3
 



26

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

27

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

28

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

29
○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

29-1
○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

29-2
○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

30 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

31
○ ○ ○ ― ― ― ― ○

32 ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

33
○ ○ ○ ― ― ― ― ○

34 ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

35

○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ※1

36 ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

37
○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

38 ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

入籍人（5.2）

非
本
籍
人

有 無無 日
本
人

外
国
人

本
籍
人

本・非
区分

外国人
区分

本・非
区分

他の在籍者 他の在籍
者の有無

第　２

戸籍編製区分 入　　籍　　人
入籍人
配偶者

３
（　7　）

2.0　　戸籍編製マトリックス表　（3/４）処　　　理　　　名

作　　成　　者

補　足　説　明　書
作　　　　業　　　　名

入力確認（入籍届）

入　　籍　　先

システム化調査研究会

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

配
偶
者

有

そ
の
他

本
籍
人

非
本
籍
人

版

入籍人の従前戸籍 入籍先の現在戸籍

管
内

管
外

平成　６年１２月　１日

新戸籍

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　3月　1日

項番

１5／４１

頁

                A.1
                B.1
                C.1
                D.1

　　　　　C.2 　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

　　　　　C.2 　　　　　A.2
　　　　　B.2
　　　　　C.2

　　　　　D.1

14

入籍人（5.2）
入籍人配偶者
　　　　 （6.2）

入籍人（5.2）
入籍人配偶者
　　　　 （6.2）

 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）
 入籍人配偶者（6.1）
 入籍人配偶者（6.3）

入籍人（5.2）  入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）
入籍人配偶者
　　　　 （6.2）

入籍人（5.2）  入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）

入籍人（5.2）  入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

入籍人（5.2）

入籍人（5.2）

入籍人（5.2）

 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）
 入籍人配偶者（6.1）
 入籍人配偶者（6.3）

0
6
0

 入籍人（5.1）
 入籍人（5.3）

新
戸
籍
編
製一

部
除
籍

一
部
除
籍

全
部
除
籍

全
部
除
籍

一
部
記
載

新
戸
籍
編
製一

部
除
籍

一
部
除
籍

全
部
除
籍

全
部
除
籍

一
部
記
載

60
17

4



























コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号 中間ファイル 　　─────────

（仮戸籍） 行番号 （届書） 　　─────────

身分事項 出力区分 　　───────── ０：可

タイトルコード 　　───────── ２１０１：「入籍」を設定

記録コード 　　───────── ２１０１：「入籍する者の記録」を設定

管掌者コード 　　─────────

事件発生日 受領日

届出日 受領日

入籍事由 　　─────────

入 除籍事由 　　─────────

籍

届出人（１）

資格（１） 届出人資格１

届 資格名称（１） 有

氏名（１） 届出人氏名１

届出人（２）

出 資格（２） 届出人資格２ 資格(1)

資格名称（２） 有 ０１６ 親権者父

氏名（２） 届出人氏名２ ０１７ 親権者母 ０１８ 親権者父母

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

処　　　理　　　名

平成　６年１２月　１日
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

 入力確認（入籍届）

項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名

 5.2　入籍人の身分事項（除籍）　編集　1/2

第　２
３

（　４　）

作　　成　　者

システム化調査研究会

作　　成　　日　　付

ＤＢ・ファイル名

　届出人資格１または２が、０９８，００９の時は、設
定しない。

　上記以外は、引渡し項目をそれぞれ設定する。
但し、(０１９、０２０、１１０)以外は資格項目のみ設定すること。
（０１９、０２０、１１０の時のみ、資格と氏名が設定される）
また、以下に示す組合せの場合は、個別編集す
る。

名　　　　　　　　称

備　　　　　　　　考

入籍事由区分＝１
　（氏を称する入籍）
：入籍相手区分名称と「の氏を称す
　る入籍」を結合し、設定
入籍事由区分＝２
　（同籍する入籍）
：入籍相手区分名称と「と同籍する
　入籍」を結合し、設定
入籍事由区分＝３
　（従前の氏を称する入籍）
：「従前の氏に復する入籍」を設定

０
７

３

届出人資格 資格名称（１）

改　　訂　　日　付

平成23年　３月　１日

版 頁

２７／４１14

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）　身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

60
18

7





コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号 中間ファイル 　　─────────

（仮戸籍） 行番号 （届書） 　　─────────

身分事項 出力区分 　　───────── ０：可

タイトルコード 　　───────── ２１０１：「入籍」を設定

記録コード 　　───────── ２１０１：「入籍する者の記録」を設定

管掌者コード 　　─────────

事件発生日 受領日

届出日 受領日

入籍事由

入

籍

除籍事由 　　─────────

届出人（１）

資格（１） 届出人資格１

届 資格名称（１） 有

氏名（１） 届出人氏名１

届出人（２）

出 資格（２） 届出人資格２ 資格(1)

資格名称（２） 有 ０１６ 親権者父

氏名（２） 届出人氏名２ ０１７ 親権者母 ０１８ 親権者父母

　届出人資格１または２が、０９８，００９の時は、設
定しない。

　上記以外は、引渡し項目をそれぞれ設定する。
但し、(０１９、０２０、１１０)以外は資格項目のみ設定すること。
（０１９、０２０、１１０の時のみ、資格と氏名が設定される）
また、以下に示す組合せの場合は、個別編集す
る。

届出人資格 資格名称（１）

改　　訂　　日　付

平成23年　３月　１日

版 頁

２９／４１14

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）　身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名

 5.3　入籍人の身分事項（入籍）　編集　1/2

第　２
３

（　４　）

作　　成　　者

システム化調査研究会

作　　成　　日　　付

ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

平成　６年１２月　１日
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

 入力確認（入籍届）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

０
７

５

入籍事由区分＝１
　（氏を称する入籍）
：入籍相手区分名称と「の氏を称す
　る入籍」を結合し、設定
入籍事由区分＝２
　（同籍する入籍）
：入籍相手区分名称と「と同籍する
　入籍」を結合し、設定
入籍事由区分＝３
　（従前の氏を称する入籍）
：「従前の氏に復する入籍」を設定

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名

備　　　　　　　　考

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

60
18

9

























































標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１８ １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).21 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（分籍届）

１．データチェック（関連表）　　　　分籍13 005
2.0 関連チェック

　事件本人と筆頭者の氏が同一であることについて
　関連チェックを追加

60215-3 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：２０ １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).21 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（分籍届）

分籍16 １．年齢の審査
年齢の起算日に関しては、創設的届出、報告的届出に
よる違い等が過去にも議題となった。
研究員の入替もあることから、年齢の起算日に関して
補助的記載を追加する

審査
1 006-1

分籍17 2.「受領日」と「届出日」同一日付のチェック
同一日付は認めない方向で統一する

関連チェック
8 005

60215-4 











版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ 　（No. 4 ） 送付日= スペースのとき， (No. 5） 発送元= スペースであること 関連エラーがあります。正しく入力して

２ 　（No. 4 ） 送付日≠スペースのとき， (No. 5） 発送元≠ スペースであること ください。

３ 　（No. 4 ） 送付日≠スペースのとき， (No. 4） 発送元≧ （No.3）受領日であること

４ 　（No. 4 ） 送付日= スペースのとき， (No. 6） 在外送付区分=0 ：受理分　であること

５ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースのとき， (No. 6） 在外送付区分≠0 ：受理分　であること

６ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースかつ (No. 5） 発送元の最終文字が　「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　の時、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (No．6) 在外送付区分=1 :国内からの送付　であること

７ 　（No. 5 ） 発送元≠ スペースかつ (No. 5） 発送元の最終文字が　「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とき　　(No．6)　在外送付区分=2 : 在外公館の直接送付　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(No．6)　在外送付区分=3 : 在外公館の国内経由　であること

８ 　（No. 7 ） 処理日≠ スペースのとき， (No. 7） 処理日＞ (No. 3） 受領日であること

９ 　（No. 9 ） 郵送日≠ スペースのとき， (No. 4） 送付日= スペースであること

１０ 　（No. 9 ） 郵送日≠ スペースのとき， (No. 9） 郵送日≦ (No. 3） 受領日であること

１１ 　（No. 8 ） 本籍区分=1（本籍）　のとき， 

　　　　　　　　(No. 20） 分籍人の本籍または　(No. 25） 分籍人の新本籍の何れかが管内であること

１２ 　（No. 13 ） 分籍人の婚姻事項有無=0（無）のとき、

　　　　　　　　(No．14) 分籍人の渉外区分=スペースかつ(No．15) 分籍人の婚姻日=スペースであること

１３ 　（No. 13 ） 分籍人の婚姻事項有無=1（有）のとき、

　　　　　　　　(No．14) 分籍人の渉外区分≠スペースかつ(No．15) 分籍人の婚姻日≠スペースであること

１４ 　（No. 24 ） 分籍人の父母との続柄 ≠ スペースのとき、

　　　　　　　　(No．22) 分籍人の父氏名 ≠ スペース又は (No．23) 分籍人の母氏名≠スペースであること

１５   (No．17 ） 分籍入の漢字氏名の氏 = (No.21）分籍入の筆頭者の氏　であること

改　　訂　　日　付
３

 審査（分籍届） システム化調査研究会 平成 ６ 年１２月 １ 日

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

２０ ４／８
（　６　）

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

平成２９年　３月３１日

０
０

５

 ２．０　関連チェック　 分籍届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

6
0
22
0
 



版 頁

 （0-1） 受領日＝送付日である

 （0-2） 確認メッセージ「受領日と送付日が同一です。よろしいですか？」

YES  （0-3）→(1)へ

N　O  （0-4）→  （0-5）本紙へ 画面項目修正（審査完了しない）

（0-6） 分籍人の父氏名＝スペース　または　分籍人の母氏名＝スペース（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-7） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （0-8） → （１） ／

Ｎ　Ｏ （0-9） （0-10）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-11） 分籍人の父母との続柄＝１０（男）　または　３０（女）　である（YES,NO） ／

ＹＥＳ （0-12） 確認メッセージ（YES,NO） ／

「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが

　間違いありませんね？」

ＹＥＳ （0-13） → （１） ／

Ｎ　Ｏ （0-14） （0-15）本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ （0-16） → （１） ／

（１） 分籍人の生年月日＋２０年（２０歳以上） ≦ 受領日 である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 戸２１Ⅰ

ＹＥＳ （２） 分籍人の婚姻事項有無（０：無，１：有） ／

１ （３） 婚姻の渉外区分（１：渉外，その他） ／

１ （４） 分籍人の筆頭者区分（０：構成員，１：筆頭者） ／

０ （５） 婚姻年月日＜昭和６０年１月１日  である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ （６） エラーメッセージ （７）本紙へ

　　　「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

Ｎ　Ｏ （８） エラーメッセージ

　　　「分籍届は受理できません。」を表示

１ （９） エラーメッセージ

　　　「分籍人は筆頭者です。分籍届は受理出来ません。」を表示

その他 （10） エラーメッセージ

　　　　「分籍人は婚姻中です。分籍届は受理出来ません。」を表示

作　　成　　日　　付

備                    考

改　　訂　　日　付
３

審査（分籍届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者

YES

N　O

０
０

６
-
1

平成２９年　３月３１日 ２０ 5-1／8
（　３　）

処　　　理　　　名 ３．０  審査

6
02
2
1 

















































 60242-3

標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍取得届）

１．データ編集表
6. 国籍 入籍）1 取得者（ 編集・出力 031

①（国取３７）
　（親権者）養父・養母が届出人になる場合、
　届出人資格を別々にし、届出人氏名を編集するよう修正

②
　親権者父・親権者母が届出人になる場合、
　父・母と同様に資格名称を統合することを明記
　　「父」　→ 「（親権者）父」など



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４．１ １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 民法改正（平成23年法律第６１号）によるシステムの対応
（国籍取得届）

１．システム処理の概要説明
範囲外処理に”複数の未成年後見人から届出がされた ００１
場合”を追加

60242-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１６ １／１

平成２５年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍取得届）

１．データチェック（関連表）
２．０　関連チェック ００６

①（国取４０）
　No.15，No.16の１５歳チェックにおいて
　年齢計算基準日を国籍取得年月日から受領日に変更
　（6版の改版内容が8.3版で不正に戻っていた
　　ことへの対応）

60242-5 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１７ １／１

平成２６年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍取得届）

１．データ編集表
6.1 国籍取得者（入籍）編集・出力

①（国取４２） ０３１
国籍取得者の届出人氏名について、届出人が未成
年後見人の場合、届出人氏名を移送するように修正

60242-6 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：２０ １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍取得届）

１．要件定義ワークシート
3.0 審査

①（国取４７） ０１１
　年齢起算日が明確となるように表記を修正 ０１１‐１

②誤記訂正 ０１１
　（0.02）「処理してよろしいですか。」
　　　→　「処理をしてよろしいですか？」

60242-7 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：２１ １／１

平成３０年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２２ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍取得届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（国取４９） ００８
　住所と世帯主のチェックを追加

60242-8 



版 頁

０
０
１

　・審査は入力ミスを防ぐ目的のものであり，法令審査は行わない（確認メッセージのみの出力）

２．国籍取得の処理

　・複数の未成年後見人から届出がされた場合

　　したがって，法令で不受理となることはない（入力ミスと思われるものをそのまま放置した場合にシステムでは不受理とする）

　・国籍取得は報告的届出であるので，届書ならびに国籍取得証明書の内容をそのまま入力すればよい

　　　④養親が国籍取得した場合：養親の国籍取得事項の記録

　・事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　・夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

　・非嫡出子が国籍法３条により国籍取得した場合の，認知した父の記録

　・附則（昭和５９年５月２５日法律第四五号）及び（平成２０年１２月１２日法律第八八号）により国籍取得する場合

　　　①認知している子が国籍取得した場合：子の国籍取得事項の記録

　　　②養子が国籍取得した場合：養子の国籍取得事項の記録

　　　③親が国籍取得した場合：親の国籍取得事項の記録
　　

　・国籍取得者が一の戸籍に入ったとき，その戸籍に在籍する者の身分事項に記録が必要な場合（下記条件）は一部（戸籍編製ﾏﾄﾘｯｸｽ参照）を除き訂正・更正処理で記録する。

　　なお，非嫡出子が国籍法３条により国籍取得した場合の，以下の記録も審査結果入力で処理する

　　　②新戸籍編製以外の子の異動（養親、配偶者の戸籍へ入籍する場合など）
　　　①配偶者の記録

１．国籍取得業務処理範囲外の処理

　・国籍取得者が一の戸籍に入った後除籍となり，他の戸籍入籍する場合（国籍取得者が複数の戸籍に入除籍を繰り返す場合）は，審査結果入力で処理する

　　したがって，本処理では国籍取得者が一の戸籍に入籍した後，異動がないものしか取り扱わない

14.1平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会 1/17

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　９月３０日

第　２
３

（　１　）
システム処理の概要説明書

作　　　　業　　　　名

国籍取得届

6
02
4
3 











版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

１ 「関連エラーがあります。

２ 　正しく入力して下さい。」

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４ 受領日から

１５ 年齢を算出する

１６

１７ 8.3版 続柄の記載更正

(申出)により削除

１８

１９

０
０

６

　　　　　(№22)　届後戸籍での筆頭者区分＝０　(構成員)　かつ

　　　　　(№23)　届後戸籍での配偶者区分＝０　(未)　であること

(№17)　国籍取得年月日≦　(No.2)　受領日　であること

(№19)　戸籍変動区分＝１　(父母の戸籍に入籍)　または

　　　　　　　　　　　　　　　　２　(父の戸籍に入籍)　または

　　　　　　　　　　　　　　　　３　(母の戸籍に入籍)　のとき

　　　　　(№20)　届後本籍＝管外本籍　であること

(№10)　漢字氏名の氏＝　(№21)　届後戸籍の筆頭者の氏　であること

(№13)　生年月日から１５歳未満のとき　(№30)　１５歳未満の届出人資格１≠スペース　であること

(№13)　生年月日から１５歳以上のとき　(№30)　１５歳未満の届出人資格１＝スペース　であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　とき 　(№5)　在外送付区分＝２　(在外公館の直接送付)　または

　　　　　(№20)　届後本籍＝管内本籍　であること

(№7)　本非区分＝２　(非本籍)　のとき

(№4)　発送元≠スペース　かつ　(№4)　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　のとき

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　 (№5)　在外送付区分＝１ ： (国内からの送付)　であること

(№4)　発送元≠スペース　かつ　(№4)　発送元の最終文字が『市』　『区』　『町』　『村』　『長』　以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№5)　在外送付区分＝３  (在外公館の国内経由)　であること

(№6)　処理日≠スペースのとき　(№6)　処理日＞　(№.2) 受領日であること

(№8)　郵送日≠スペースのとき　(№3)　送付日＝スペースであること

(№8)　郵送日≠スペースのとき　(№8)　郵送日≦　(№2)　受領日

(№7)　本非区分＝１　(本籍)　のとき

(№3)　送付日＝スペースのとき　(№4)　発送元＝スペース　であること

(№3)　送付日≠スペースのとき　(№4)　発送元≠スペース　であること

(№3)　送付日≠スペースのとき　(№3)　送付日≧　(№2)　受領日　であること

(№3)　送付日＝スペースのとき　(№5)　在外送付区分＝０  ： (受理分)　であること

第　２
３

(　６　)
データチェック(関連表)

画　面　Ｉ　Ｄ

出力エラーメッセージ内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

２．０　関連チェック (１／３) 国籍取得

(№4)　発送元≠スペースのとき　(№5)　在外送付区分≠０  ： (受理分以外)　であること

作　　　　業　　　　名

審査(国籍取得届) 16平成　６年１２月　１日システム化調査研究会

作　　成　　者

6/17

作　　成　　日　　付

画　　　　　面　　　　　名

平成２５年　３月　１日

改　　訂　　日　付

処　　　　理　　　　名

備　　考

6
02
48
 





版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

３０ 「関連エラーがあります。

　正しく入力して下さい。」

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７ （№28）　世帯主名 ≠ スペース　のとき，　（№24）　住所 ≠ スペース　であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０１１ (養母)　　　 　　　　　であること

(№30)　１５歳未満の届出人資格１ ＝ ０１７ (親権者母)　または　０２０ (親権者養母)　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ００２ (母)　　　　　 または　０１１ (養母)　　　　　　のとき，

　　　　　(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ≠ スペース　であれば，

　　　　　(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ＝ ０１６ (親権者父)　　　　　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０１９ (親権者養父)　　　 または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ００１ (父)　　 　　　　　　　 または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０１０ (養父)　　　 　　　　　であること

（№30）　１５歳未満の届出人資格１ ＝ １１０（未成年後見人）のとき，

　　　　　（№33）　１５歳未満の届出人資格２ ＝ スペース　であること

（№24）　住所 ＝ スペース　のとき，　（№28）　世帯主名 ＝ スペース　であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ００２ (母)　　 　　　　　　　 または

　　　　　(№32)　１５歳未満の届出人氏名１ ＝ スペース　であること

(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ≠ スペース　のとき，　

　　　　　(№33)　１５歳未満の届出人氏名２ ≠ スペース　であること

(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ＝ スペース　のとき，　

　　　　　(№33)　１５歳未満の届出人氏名２ ＝ スペース　であること

(№30)　１５歳未満の届出人資格１ ＝ ０１６ (親権者父)　または　０１９ (親権者養父)　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ００１ (父)　　　　　 または　０１０ (養父)　　　　　　のとき，

　　　　　(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ≠ スペース　であれば，

　　　　　(№31)　１５歳未満の届出人資格２ ＝ ０１７ (親権者母)　　　　　または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０２０ (親権者養母)　　　 または

０
０

８

備　　考出力エラーメッセージ

8/1721平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

国籍取得

(№30)　１５歳未満の届出人資格１ ＝ スペース　のとき，　

画　　　　　面　　　　　名

システム化調査研究会

作　　成　　日　　付

データチェック(関連表)
改　　訂　　日　付

平成３０年　３月　３１日

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

２．０　関連チェック (３／３)

処　　　　理　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

作　　　　業　　　　名

審査(国籍取得届)

第　２
３

(　６　)

6
02
50
 







版 頁

(0.01) 受領日 ＝ 送付日 である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0.02) 確認メッセージ 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」を表示 ／

ＹＥＳ (0.03) → (0.1) へ ／

ＮＯ  → (0.04) 本紙へ

(0.05) → (0.1)へ ／

(0.1) 受領日　＜　国籍取得年月日　＋　３箇月（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 戸１０２

ＹＥＳ (0.2)　→　(1)へ ／

Ｎ　Ｏ (0.3)　エラーメッセージ (0.4) 審査3.0へ

「届出期間を経過しています」を表示

／ ４ ： 改正法附則５条１項，　５ ： 改正法附則６条１項

を第13版で削除

1 (2) 戸籍変動区分？ ／

1 (3) 確認メッセージ (4) 本紙へ 国籍法３条は、実質日本人父認知による国籍

　　　「父の配偶者は国籍取得者の母と同じですね。」を表示する(YESなら(8)へ) 取得であるので、出生当時は母外国人である

2 (5) 確認メッセージ (5-1) 本紙へ

　　　「子は準正嫡出子（父母が婚姻している）ですね。」を表示する(YESなら(8)へ)

3～4 (6) エラーメッセージ (7) 本紙へ

　　　「戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理してください。」

　　　を表示する

5 (6-1) 確認メッセージ「子は非嫡出子（父母が婚姻していない）ですね。」を表示する ／ 国籍法３条の改正対応（H21.1.1）

ＹＥＳ (6-2) メッセージ「父に子の国籍取得事項の記録が必要です。 ／

　　　　父が本籍人であれば、審査結果入力処理で記録して下さい。」

　　　　を表示する　（8）へ

ＮＯ (6-3)  → (7-1) 本紙へ

(8) 国籍取得者の生年月日＋２０年（２０歳未満）　＞　国籍取得日（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 生年月日と国籍取得日で年齢を算出する

ＹＥＳ (9) → (55)へ ／

Ｎ　Ｏ (10) 確認メッセージ (11) 本紙へ

　　　「国籍取得時の年齢が２０歳を超えていますが，問題ありませんね。」

　　　を表示する(YESなら(55)へ)

平成２９年　３月３１日　

ＹＥＳ

20システム化調査研究会
（　３　）

３．０　審査　（１／３）

０
１

１

(1) 国籍取得区分？　（１ ： 国籍法３条，　２ ： 国籍法１７条１項，　３ ： 国籍法１７条２項）

処　　　理　　　名

第　２
３

ＮＯ

作　　成　　日　　付作　　成　　者

平成　６年１２月　１日

作　　　　業　　　　名

審査（国籍取得届）

備　　　　　　　　考

11/17
要件定義ワークシート

改　　訂　　日　付

6
02
5
3 



版 頁

２ (12) 戸籍変動区分？ ／

1～3 (13) → (16)へ ／

4～5 (14) エラーメッセージ (15) 本紙へ

　　　「戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。」

　　　を表示する

(16) 国籍取得者の生年月日＋２０年（２０歳未満）　＞　国籍取得日（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 生年月日と国籍取得日で年齢を算出する

ＹＥＳ (17) → (20)へ ／

Ｎ　Ｏ (18) 確認メッセージ (19) 本紙へ

　　　「国籍取得時の年齢が２０歳を超えていますが，問題ありませんね。」

　　　を表示する(YESなら(20)へ)

(20) 住所は日本国内である（住所に入力がある場合） ／ 国籍法１７条１項は、日本に住所を有してい

ＹＥＳ (21)　→　(55)　へ ／ ないといけない

ＮＯ (22) 確認メッセージ (23) 本紙へ

　　　「住所を日本に有していませんが，問題ありませんね。」

　　　を表示する（ＹＥＳなら(55)へ)

3 (24) 戸籍変動区分？ ／

１～３ (25) エラーメッセージ (26) 本紙へ

　　　「戸籍変動区分が間違っています。」を表示する

4 (27) 確認メッセージ

　　　「国籍取得者は国籍を喪失した者ですね。」を表示する（ＹＥＳ，ＮＯ）

３．０　審査　（１／３）

20

０
１

１
－

１

11-1/17
要件定義ワークシート

作　　成　　日　　付作　　成　　者作　　　　業　　　　名

審査（国籍取得届）

改　　訂　　日　付

平成２９年　３月３１日　

処　　　理　　　名

第　２
３

（　３　）

備　　　　　　　　考

平成　６年１２月　１日システム化調査研究会

6
02
54
 









































版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

国籍取得者 出力区分

タイトルコード ２３０１（国籍取得）

記録コード ２３０１（国籍取得者の記録）

管掌者コード

事件発生日 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 国籍取得年月日

中間ﾌｧｲﾙ（届書） 国籍取得年月日

届 届出日 受領日

出 届 資格 15歳未満の 有

出 資格名称 届出人資格１

人 15歳未満の

（１） 届出人氏名１

届 資格 15歳未満の 有

出 資格名称 届出人資格２

人 15歳未満の

（２） 届出人氏名２

取得の際の国籍 従前国籍

従前の氏名 従前氏名 従前の氏名＝漢字氏名　でも設定

送付日

発送元

入籍日 処理日

０
３

１

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（国籍取得者）入籍　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

備　　　　　　　　考

画面名称

14/21

届出人資格1，2が（親権者）父と
（親権者）母の場合は『（親権者）
父母』を届出人(1)に編集し、
届出人(2)はスペース

届出人資格1，2が（親権者）養父
または（親権者）養母の場合、対応
する氏名1，2をそれぞれ設定

届出人資格1が未成年後見人の
場合、氏名1を設定

作　　　　業　　　　名

17

改　　訂　　日　付

入力確認（国籍取得届）

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名 名　　　　　　　　称 記　号　名画面名称 名　　　　　　　　称

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

処　　　理　　　名 6.1 国籍取得者（入籍）編集・出力　　1/2

（　４　）

作　　成　　者 作　　成　　日　　付

３

送付を受けた日

システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日

国籍取得日

従前記録

送付を受けた日

入
籍

許可日

許可書謄本の

許可を受けた者

受理者

国籍取得

氏名

氏名

送
付

許
可

60
2
74
 







































標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．要件定義ワークシート
3.0 審査

①（帰化３８） 021
　告示年月日のメッセージを以下のとおり変更
　　「届出期間を経過しています」
　　　↓
　　「告示日から１箇月を経過していますが、
　　　交付日から１箇月は経過していませんね？」

②誤植の修正 021
　「(0.04) 審査３．０へ」　→ 「(0.05) 本紙へ」

③上記修正に伴い、一部の処理を次頁へ繰越 021-1
　（021-1ページを新規追加）

④誤植の修正 021
　「（２６）へ」　→ 「（2５.１）へ」 021-1

２．データ編集表
6.1 帰化者（入籍）編集・出力 063

①（帰化３９）
　（親権者）養父・養母が届出人になる場合、
　届出人資格を別々にし、届出人氏名を編集するよう修正

6.3 帰化者の配偶者（除籍）編集・出力 067
6.4 帰化者の配偶者（記録）編集・出力 069
6.5帰化者の父または母(入籍)編集・出力 071
6.6 帰化者養父または養母(入籍)編集・出力 073
6.7帰化者の父または母(除籍)編集・出力 075
6.8 帰化者養父または養母(除籍)編集・出力 077
6.9 帰化者の父 (記録) 　編集・出力 079
6.10 帰化者養父または養母(記録)編集・出力 081

①（帰化３７）
　事件発生日の備考欄に「ファイル仕様書の通り」を追記

7.1 帰化者　編集・出力 083
7.2 帰化者の日本人配偶者 編集・出力 085
7.3 帰化者の（養）父母 編集・出力 087

①（帰化４０）
　受理日の編集方法を変更
　「処理日」　→ 「送付日」

 60291-3



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４.1 １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 民法改正（平成23年法律第６１号）によるシステムの対応
（帰化届）

１．システム処理の概要説明
範囲外処理に”複数の未成年後見人から届出がされた ００１
場合”を追加

60291-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１６ １／１

平成２５年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．システム環境仕様書
４．機能体系（要件定義書の構成）

①誤植の修正 ０３３
　「６．６　帰化者の父または母（除籍）
　　６．７　帰化者の養父または養母（入籍）」
　　↓
　「６．６　帰化者の養父または養母（入籍）
　　６．７　帰化者の父または母（除籍）」

２．要件定義ワークシート
０．０　本紙

①（帰化４４） ０３７
　(84.5)および(84.6)に、データ編集表の処理名
　[6.7]および[6.8]を追記

②誤植の修正 ０３７
　(78.1)のYESの処理「同時帰化者ｎ帰化記録者
　資格１　または　２？」の誤植を修正
　「００１：養父」　→　「００１：父」

60291-5 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１７ １／１

平成２６年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．補足説明書
２．０　戸籍編製マトリックス表

①（帰化４5） ０４８～０５３
　・処理名欄に記載されている頁数の誤植を修正
　・項目名「他在籍者」の誤植を修正
　　左側「他在籍者」　→　「他在籍者有」
　　右側「他在籍者」　→　「他在籍者無」

60291-6 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：20 １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．データ編集表
3.1 中間ファイル（仮受付）編集・出力

①（帰化４９） ０５５
　送達確認のフラグ設定先を送達確認２に変更 ０５６

60291-7 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：21 １／１

平成３０年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（帰化５１） ０１８
  帰化者、帰化者妻、同時帰化者について
　住所と世帯主のチェックを追加

２．要件定義ワークシート
0.0 本紙

①（帰化５０） ０３５
   ・(34)および(35)の帰化者記録者資格の誤記を修正 ０３７
   ・(81)および(82)の帰化者記録者資格の誤記を修正
　   「００３」→「０１０」　、　「００４」→「０１１」

60291-8 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：22 １／１

平成３１年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２３ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（帰化届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（帰化５２） ０１８
 関連チェックNo.86-1の誤記を修正
   「帰化者１５歳未満の届出人資格１」
   →「同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格１」
   「帰化者１５歳未満の届出人資格２」
   →「同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格２」
   「届出人資格氏名」
   →「同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名１」
   「届出人資格氏名２」
   →「同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名２」

60291-9 



版 頁

１．帰化業務処理範囲外の処理

　・（養）親に子帰化の記録を行う時，以下に挙げる場合は，審査結果入力で処理を行う

　　（１）実子と養子が同時に帰化する場合

　　（２）筆頭者父が死亡している時，養母へ記録を行う場合

　　（３）配偶者養母が死亡している時，養母へ記録を行う場合

　・事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　・１５歳以上の未成年者について、本人以外から届出がされた場合

　・複数の未成年後見人から届出がされた場合

２．帰化の処理

　（１）帰化は報告的届出であるので，届書ならびに帰化者の身分証明の内容をそのまま入力すればよい

　（２）審査は入力ミスを防ぐ目的のものであり，法令審査は行わない（確認メッセージのみ出力）
　　　したがって，法令で不受理となることはない（入力ミスと思われるものをそのまま放置した場合にシステムでは不受理とする）

　（３）一家で帰化する場合が相当数あるので，同一戸籍に入る場合は一処理で行えるようにした

３．その他

　・　（養）父母の戸籍に入るとき，（養）父母の身分事項欄に記録する子の帰化事項はシステムで自動記録する
　　　但し、以下の（１）、（２）の処理（戸籍変動が異なる処理を同時に行う処理）は除く

　（１）　（養）父・母につき新戸籍編製で同時帰化者がある場合は別々に処理を行う
　　　　　戸籍変動が異なる帰化者は同時に処理は行えません
　　　　　以下の①と②の処理を別々に入力してください。
　　　　　①一人目の帰化者で（養）父・母で新戸籍編製
　　　　　②２人目以降の帰化者が①の新戸籍に入籍

　（２）　 夫婦の片方（日本人配偶者有り）で夫（妻）の氏で新戸籍編製となる届で、同時帰化者がある場合（配偶者と子の同時帰化），別々に処理を行う
　　　　　戸籍変動が異なる帰化者は同時に処理は行えません
　　　　　以下の①と②を別々に入力して下さい
　　　　　①夫（妻）の氏で新戸籍編製
　　　　　②同時帰化者が①の戸籍に入籍

　・　他戸籍にいる（養）父母の身分事項欄に記録する子の帰化事項は，審査結果入力で処理する

1/32

０
０

１

システム化調査研究会

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　９月３０日 14.1平成　６年１２月　１日

作　　　　業　　　　名

帰化届

第　２
３

（　１　）
システム処理の概要説明書

6
02
9
2 





































版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

84 （№88）　同時帰化者ｎ世帯主区分＝１　（世帯主）　　のとき， 関連エラーがあります。正しく入力して

（№90）　同時帰化者ｎ世帯主名＝　（№76）　同時帰化者ｎ漢字氏名　　であること 下さい。

85 （№91）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格１＝スペース　　のとき，

（№92）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格２＝スペース　　かつ

（№93）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名１＝スペース　　かつ

（№94）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名２＝スペース　　であること

86 （№91）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格１≠スペース　　のとき，

（№93）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名１≠スペース　　であること

86-1 （№91）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格１＝１１０（未成年後見人）　　のとき，

（№93）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名１≠スペース　　かつ

（№92）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格２＝スペース　　かつ

（№94）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名２＝スペース　　であること

87 （№92）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格２＝スペース　　のとき，

（№94）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名２＝スペース　　であること

88 （№92）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人資格２≠スペース　　のとき，

（№94）　同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人氏名２≠スペース　　であること

89

90 （№95）　同時帰化者ｎ帰化記録者資格１＝スペース　　のとき，

（№96）　同時帰化者ｎ帰化記録者資格２＝スペース　　であること

91 （№26）　帰化者住所＝スペース　　のとき，（№29）　帰化者の世帯主名＝スペース　　であること

92 （№29）　帰化者の世帯主名≠スペース　　のとき，（№26）　帰化者住所≠スペース　　であること

93 （№46）　帰化者妻住所＝スペース　　のとき，（№49）　帰化者妻世帯主名＝スペース　　であること

94 （№49）　帰化者妻世帯主名≠スペース　　のとき，（№46）　帰化者妻住所≠スペース　　であること

95 （№87）　同時帰化者n住所＝スペース　　のとき，（№90）　同時帰化者n世帯主名＝スペース　　であること

96 （№90）　同時帰化者n世帯主名≠スペース　　のとき，（№87）　同時帰化者n住所≠スペース　　であること

２．０ 関連チェック（７／７） 帰化（帰化種別入力）～帰化（その５）

改　　訂　　日　付

０
１

８

３
審査（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成３１年　３月３１日 22 18/32

（　６　）

処　　　　理　　　　名

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

6
03
1
0 
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(0.001) 受領日 ＝ 送付日 である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0.002) 確認メッセージ 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」を表示 ／

ＹＥＳ (0.003) → (0.01) へ ／

ＮＯ  → (0.004) 本紙へ

(0.005) → (0.01)へ ／

(0.01) 受領日　＜　公示年月日　＋　１箇月　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 戸１０２の２

(0.02) →　(0.1)へ ／

(0.03) 確認メッセージ（ＹＥＳ，ＮＯ）

　　　　「告示日から１箇月を経過していますが、交付日から１箇月は経過していませんね？」を ／

YES （0.04）→（0.1）へ ／

NO → (0.05) 本紙へ 不受理

／

(0.2) 戸籍変動区分＝１　（帰化者だけで新戸籍編製）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (0.3) 同時帰化者数＞０　（同時に帰化する者がいる）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (0.4) 確認メッセージ「同時に帰化する者は帰化者と（養）親子関係にありますね？」 (0.5) 本紙へ

　　　を表示する　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ (0.6) →　(2５.１)へ ／

Ｎ　Ｏ 　　──→ (0.7) 本紙へ 不受理

Ｎ　Ｏ (0.8) →　(2５.１)へ ／

Ｎ　Ｏ (0.9) →　(2５.１)へ ／

(0.10) →　(1)へ ／

／

(2) 連署人筆頭者区分＝０　（構成員）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (3) エラーメッセージ (4) 本紙へ 　　連署人は外国人と婚姻中であるので筆頭者の

　　「連署人が構成員なら審査結果入力で処理して下さい。」を表示する 　　はずであるが，改正国籍法前の婚姻であれば

　　父母の戸籍にいる可能性もある

Ｎ　Ｏ (5) →　(2５.１)へ ／

システム化調査研究会

(1) 帰化種別＝２　（夫婦の片方：日本人配偶者有）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ）

(0.1) 帰化種別＝１　（単身者の帰化）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ

ＹＥＳ

ＮＯ

改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日 14平成　６年１２月　１日

処　　　理　　　名 備　　　　　　　　考３．０　審査　（１／３）

ＹＥＳ

ＹＥＳ

Ｎ　Ｏ

０
２

１

第　２ 作　　成　　者

21/32
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名

審査（帰化届）

作　　成　　日　　付

60
31

3
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(6) 確認メッセージ (7) 本紙へ

　　「連署人は帰化者と婚姻していますね。」を表示する　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ (8) →　(2５.１)へ ／

Ｎ　Ｏ (9) エラーメッセージ (10) 本紙へ

　　「帰化種別か連署人指定に間違いがあります。」を表示する

／

ＹＥＳ (10.1-2) 確認メッセージ  (YES,NO) ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ (10.1-3) → （25.１） ／

N　O (10.1-4) (10.1-5) 本紙へ 不受理

０
２

１
-
１

連署人父氏名＝スペース  又は  連署人母氏名＝スペース  (YES,NO)

第　２ 作　　成　　者

21-1/32
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名

審査（帰化届）

作　　成　　日　　付

(10.1-1) 連署人配偶者区分＝１ （夫）　かつ　

処　　　理　　　名 備　　　　　　　　考３．０　審査　（１／３）

改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日 14平成　６年１２月　１日システム化調査研究会

60
31

3-
2





























版 頁

１．詳細フロー ３．処理概要
　　　（１）中間ファイル（届書）を画面表示する。
　　　（２）戸籍変動状況を確定する。
　　　（３）中間ファイル（仮受付）を編集、出力する。
　　　（４）中間ファイル（仮戸籍）を編集、出力する。
　　　（５）中間ファイル（９条２項）を編集、出力する。
　　　（６）中間ファイル（３０条１２第１項）を編集、出力する。 （サンプル提示）
　　　（７）処分決定処理に制御を渡す。

４．機能体系（要件定義書の構成）

　　　　　（サンプル） 　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　（サンプル）

２．使用ＤＢ・ファイル一覧

５．備考（特記事項含む）

改　　訂　　日　付

平成２５年　３月　１日 16

中間ファイル（９条２項）

中間ファイル（仮戸籍）

名　　　　　　　　称 入出力区分

作　　成　　者

システム化調査研究会

第　２
３

（　２　）
システム環境仕様書

作　　　　業　　　　名

０
３
３

1/56

作　　成　　日　　付

平成　６年１２月　１日

名　　　　　　　　称 入出力区分

入力確認（帰化届）

中間ﾌｧｲﾙ（30条12第1項）

入　力

入力（サンプル）

出　力

出　力

出　力

出力（サンプル）

中間ファイル（届書）

附票データベース

中間ファイル（仮受付）

  確認画面 
  （帰化届） 

  入力確認 
  （帰化届） 

中間ファイル 
  （仮戸籍） 

中間ファイル 
  （９条２項） 

  処分決定 
  （仮受付） 

中間ファイル 
  （仮受付） 

エラー履歴 
（詳細別紙） 

中間ファイル 
   （届書） 

 
附票 

中間ファイル 
（３０条１２ 

４．０ データ編集表（中間ファイル／仮戸籍 ［戸籍特定］） 

４．１ 戸籍特定（新戸籍編製） ※ひな型Ａ．１に対応 

７．０ データ編集表（中間ファイル／９条２項） 

７．１ 帰化者 

７．２ 帰化者の日本人配偶者 

８．０ データ編集表（中間ファイル／３０条１２第１項） （サンプル提示） 

８．１ 帰化者 
８．２ 帰化者の日本人配偶者 
８．３ 帰化者の（養）父母 

３．１ 帰化（３．２の条件以外） 

３．２ その他（除籍配偶者（送付・除籍のみ））  または 
（除籍（養）父母（送付・除籍のみ）） 

５．０ データ編集表（中間ファイル／仮戸籍 ［個人特定］） 

５．１ 個人特定 ※ひな型Ｃ．１に対応 

６．０ データ編集表（中間ファイル／仮戸籍 ［身分事項］） 

６．１ 帰化者 

６．２ 帰化者の日本人配偶者（入籍） 

６．３ 帰化者の日本人配偶者（除籍） 

６．４ 帰化者の日本人配偶者（記録） 

６．５ 帰化者の父または母（入籍） 
６．６ 帰化者の養父または養母（入籍） 

６．７ 帰化者の父または母（除籍） 
６．８ 帰化者の養父または養母（除籍） 
６．９ 帰化者の父（記録） 

３．０ データ編集表（中間ファイル／仮受付） 

２．０ 戸籍編製マトリックス表 

１．０ データ編集表（確認画面） ０．０ 本紙 

6
03
2
7 
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ＹＥＳ (26) 戸籍変動区分？　（１：帰化者で新戸籍編製， ／

　　　　　　　　　　　　　　　２：（養）父・母の戸籍に入籍，

　　　　　　　　　　　　　　　３：（養）父・母で新戸籍編製，

　　　　　　　　　　　　　　　４：日本人配偶者の戸籍に入籍，

　　　　　　　　　　　　　　　６：夫の氏の新戸籍編製，

　　　　　　　　　　　　　　　７：妻の氏の新戸籍編製）

１ (27) 戸籍特定を編集・出力する [4.1] ／

(28) 帰化者の個人特定を編集・出力する [5.1] ／

(29) 帰化者の身分事項を編集・出力する [6.1] ／

２ (30) 帰化者の個人特定を編集・出力する [5.1] ／

(31) 帰化者の身分事項を編集・出力する [6.1] ／

(32) 帰化者記録者資格１　または　２？　（００１：父，　０１０：養父，　０１１：養母） ／

００１ (33) 帰化者の父の身分事項に子の帰化を編集・出力する [6.9] ／ 配偶者区分＝夫に記録，いなければ筆頭者に記録する

０１０ (34) 帰化者の養父の身分事項に子の帰化を編集・出力する [6.10] ／

０１１ (35) 帰化者の養母の身分事項に子の帰化を編集・出力する [6.10] ／ 配偶者区分＝妻に記録，いなければ筆頭者に記録する

３ (36) 戸籍特定を編集・出力する [4.1] ／

(37) 帰化者の（養）父母の個人特定を編集・出力する [5.1] ／

(37.1) 帰化記録者資格１＝００１　（父）　　または　　スペース　（母） ／

　　　　である　（ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ (38) 帰化者の父または母（入籍）の身分事項を編集・出力する [6.5] ／

Ｎ　Ｏ (38.1) 帰化者の養父または養母（入籍）の身分事項を編集・出力する [6.6] ／

(39) 帰化者の個人特定を編集・出力する [5.1] ／

(40) 帰化者の身分事項を編集・出力する [6.1] ／

(41) 養／父母本籍＝管内である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (41.1) 帰化記録者資格１＝００１　（父）　　または ／

　　　　スペース　（母）　である 　(ＹＥＳ，ＮＯ）

ＹＥＳ (42) 帰化者の父または母（除籍）の ／

　　　身分事項を編集・出力する [6.7]

Ｎ　Ｏ (42.1) 帰化者の養父または養母（除籍）の ／

　　　　身分事項を編集・出力する [6.8]

（　３　）

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

処　　　理　　　名

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者
３

入力確認（帰化届） システム化調査研究会

０．０　本紙　２／５ 備　　　　　　　　考

０
３

５

21 3/56平成　６年１２月　１日 平成３０年　３月３１日

6
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（７５） 同時帰化者数＞０である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (76) 同時帰化者の数だけ(77)～(82)の処理を繰り返す ／

(77) 同時帰化者ｎの個人特定を編集・出力する [5.1] ／

(78) 同時帰化者ｎの身分事項を編集・出力する [6.1] ／

(78.1)  戸籍変動区分＝２　（（養）父・母の戸籍に入籍）？　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ  同時帰化者ｎ帰化記録者資格１　または　２？ ／

（００１：父，　０１０：養父，　０１１：養母）

００１ (80) 帰化者の父の身分事項に ／ 配偶者区分＝夫に記録，いなければ筆頭者に記録する

　　　子の帰化を編集・出力する [6.9]

０１０ (81) 帰化者の養父の身分事項に ／ 配偶者区分＝夫に記録，いなければ筆頭者に記録する

　　　子の帰化を編集・出力する [6.10]

０１１ (82) 帰化者の養母の身分事項に ／ 配偶者区分＝妻に記録，いなければ筆頭者に記録する

　　　子の帰化を編集・出力する [6.10]

Ｎ　Ｏ (82.1) 　→　(83)へ ／

(83) 　→　(85)へ ／

Ｎ　Ｏ (84)　　→　　(85)へ （削除） ／

(84.1) 戸籍変動区分＝３　（（養）父母で新戸籍編製）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (84.2) 在外送付区分≠０　（受理以外）　である ／

ＹＥＳ (84.3) 養／父母本籍＝管内である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (84.4) 帰化記録者資格１＝００１　（父）　　または ／

　　　　スペース　（母）　　である 　　　受５３，帰化１１の対応

ＹＥＳ (84.5) 帰化者の父または母（除籍）の ／

　　　身分事項を編集・出力する [6.7]

Ｎ　Ｏ (84.6) 帰化者の養父または養母（除籍）の ／

　　　身分事項を編集・出力する [6.8]

(85) 在外送付区分＝０：受理分　または　２：在外公館の直接送付である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (86) 帰化者について中間ファイル（９条２項）を編集・出力する [7.1] ／

(87) 戸籍変動区分＝３　（（養）父・母で新戸籍編製）　である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (88) （養）父母について中間ファイル（９条２項）編集・出力する [7.3] ／

Ｎ　Ｏ (89) 　→　　(101) ／

（　３　）

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

処　　　理　　　名

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者
３

入力確認（帰化届） システム化調査研究会

０．０　本紙　４／５ 備　　　　　　　　考

０
３

７

21 5/56平成　６年１２月　１日 平成３０年　３月３１日

6
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3
1 
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項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

3 ○ × ○ － －

6 × × ○ － －

6.1帰化者 6.7 父または母

6.5 父または母 6.8 養父または

6.6 養父または養母 　　 養母

6.1帰化者 6.7 父または母

6.5 父または母 6.8 養父または

6.6 養父または養母 　　 養母

6.1帰化者

6.5 父または母

6.6 養父または養母

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

6.1帰化者
　　（複数）

※１

※１

6.1帰化者

6.1帰化者
　　（複数）

6.1帰化者

○ ○ ×× × ○ × × ×9 × × ○ × ×

× ○ ×× × ○ × × ○8 × × ○ × ×

× ○ ×× × ○ × ○ ×7 × × ○ × ×

○ × × × × ×

× ○× × ○ ×5 × ○ × × ×

○ ×× × ○ ×4 × ○ × × ×

× × × × × ×

× ○× × ○ ×2 ○ × × × ×

○ ×× × ○ ×1 ○ × × × ×

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

２．０　戸籍編製マトリックス表　（１／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
４

８

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 16/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

60
3
4
2 



版 頁

項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

6.1帰化者（複数） 6.7 父または母

6.5 父または母 6.8 養父または

6.6 養父または養母 　　 養母

6.1帰化者（複数） 6.7 父または母

6.5 父または母 6.8 養父または

6.6 養父または養母 　　 養母

6.1帰化者（複数）

6.5 父または母

6.6 養父または養母

6.7 父または母

6.8 養父または

　　 養母

6.7 父または母

6.8 養父または

　　 養母

15 × × ○ × × ○ － －

※１

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

6.1帰化者
　　（複数）

6.1帰化者

－ － － － －

－ ×

× × × ○18 × × × ○ ×

－

6.4日本人
　　配偶者

17 × × × ○ ○

6.4日本人
　　配偶者×× × × ○

－

－

－ － ○ ×× × ○ ×16 × × × ○ ×

× ○ × × × ×

× － －× × × ○ × ○14 × × ○ × ×

× － －× × × ○ ○ ×13 × × ○ × ×

○ × ○× × ○ × × ×12 × × ○ × ×

× × ○× × ○ × × ○11 × × ○ × ×

× × ○× × ○ × ○ ×10 × × ○ × ×

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

２．０　戸籍編製マトリックス表　（２／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
４

９

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 17/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

6
0
3
4
3
 



版 頁

項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

削　　　　　　除

26

27

21

24

25

22

23

20

19

本籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

一
部
除
籍

全
部
除
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

２．０　戸籍編製マトリックス表　（３／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
５
０

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 18/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

6
0
34
4 



版 頁

項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

6.1帰化者
　　（夫婦）
　　（配偶者）

30 × × ○ － －

6.1帰化者

6.1帰化者

6.1帰化者

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

※１

※１

※１

6.3 日本人
　　配偶者

6.3日本人
　　配偶者

6.3日本人
　　配偶者

6.3 日本人
　　配偶者

× × ○ × ○

6.1帰化者
　　（複数）

6.2 日本人
　　 配偶者

× ○ ×

○

6.1帰化者
　　（複数）

6.2 日本人
　　 配偶者

36 × × × × × ○

× ○ × ×× ○ × ○ ×

× × ○

6.1帰化者
　　（複数）

6.2 日本人
　　 配偶者

35 × × × ×

× ○ ×

6.2 日本人
　　 配偶者

34 × × × × × ○ × ○

× × ○ ○ ×○ × ○ ×33 × × × × ×

○ × ○ × 6.2 日本人
　　 配偶者

○ × ×

6.2 日本人
　　 配偶者

32 × × × × × ○ ×

○ × × ○ ×○ × ○ ×31 × × × × ×

× × × × ○ ×

○○ ×

6.1帰化者
　　（夫婦）

29 × × × × × ○ ×

○

×

×○ × ○ ×28 × × × × ×

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

２．０　戸籍編製マトリックス表　（４／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
５

１

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 19/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

6
0
34
5 



版 頁

項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

39 × × ○ × × ○ － －

42 × × ○ － －

6.1帰化者

6.1帰化者

6.1帰化者

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

6.2 日本人
　　 配偶者

○ × ※１
6.3日本人
　　配偶者

6.3日本人
　　配偶者

6.3日本人
　　配偶者

× × ○

6.1帰化者
　　（複数）

○ ○ ×

6.2 日本人
　　 配偶者

46 × × × × × × ○ ○

× ×

×

× ○ ○ ×45 × × × × ×

○ × ○ × 6.2 日本人
　　 配偶者

○ × ×

6.2 日本人
　　 配偶者

44 × × × × × × ○

○ × × ○ ×× ○ ○ ×43 × × × × ×

× × × × × ○

× ○
6.1帰化者
　　（夫婦）
　　（複数）

○ ×

6.1帰化者
　　（夫婦）

41 × × × × × × ○

○ ×× ○ ○ ×40 × × × × ×

6.3日本人
　　配偶者

× × × × ○ ×

× ○ × － －× × ○

6.3日本人
　　配偶者

38 × × × × × ○

○ × × － －○ × × ○37 × × × × ×

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

２．０　戸籍編製マトリックス表　（５／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
５

２

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 20/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

6
0
34
6 



版 頁

項番

4.1  B.1 5.1 C.2 A.2　B.2

無 有 5.1  D.1 D.1 C.2

51 × × ○ × × ○ － －

※１ （養）父母に子の帰化事項の記録する編集表は，本紙を参照のこと（［６．９］，養父または養母［６．１０］）

（参考）

（１）　※１で帰化者の帰化事項を記録すべき条件は次のとおり

　　①帰化者の父：帰化者を認知していること

　　②帰化者の養父母

　・システムでの記録

　　帰化者が上記①②の戸籍に入籍する場合（①②で新戸籍を編製する場合は（養）子の帰化で除籍となるため，新戸籍には（養）子の帰化事項は記録しない）

　　帰化者が上記①②の戸籍に入籍しない場合は審査結果入力処理で処理すること

　・同時帰化者がいる場合

　　（養）子の帰化事項を必ず記録する

※ （複数）は同時帰化者数の数だけ記録すること

夫（または妻）の氏の新戸籍編製の場合，帰化種別＝２　（夫婦の片方：日本人配偶者有）　は連署人の戸籍に入力がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 帰化種別＝４　（夫婦の帰化）　は連署人の戸籍に入力がない

○：該当する内容　　×：該当しない内容　　△（ブランク）：入力無　　－：その項目は不要

○

※１

※１
6.3 日本人
　　配偶者

6.3日本人
　　配偶者

6.1帰化者
　　（複数）

6.2 日本人
　　 配偶者

6.1帰化者
　　（複数）

6.2 日本人
　　 配偶者

×

－

○ × － －

× × × × ×

× × ○○50 × × × × ×

× × ○ × 6.3日本人
　　配偶者○ × ×

○

○ －49 × × × ×

× ○48 × × × × × ×

○ ×

○ × ○× ×

× ○× ○ ○ × ×47 × × × × ×

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

夫
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍

　
　
　
を
編
製
す
る

の戸籍 の戸籍

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

（
養

）
父
・
母
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

（
養

）
父
・
母
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

２．０　戸籍編製マトリックス表　（６／６）

戸　籍　変　動　区　分 届
後
戸
籍

　　養／父母 　　連署人
同
時
処
理
帰
化
者

日
本
人
配
偶
者
の

　
戸
籍
に
入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で

 
新
戸
籍
を
編
製
す
る

０
５

３

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２６年　３月　１日 17 21/56

（　７　）

処　　　理　　　名

第　２

補足説明書
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

 6.1  6.4 

6
0
34
7 





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 届出人氏名２ 帰化者の１５歳未満の届出人氏名２ ←　単身者

　　　　　　（仮受付） 同時帰化者ｎの１５歳未満の届出人氏名２ ←　同時に帰化する者

共通 届後本籍区分 ・帰化者及び帰化者妻

　戸籍変動区分＝１，３，６，７のとき

　２を設定

　上記以外のとき１を設定

・同時に帰化する者

　１を設定

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

送達確認１

証書提出区分

届書送付目録区分 本非区分＝１（本籍分届）のとき

１（送付要）を設定

本非区分＝２（非本籍分届）のとき

①連署人の本籍＝管内本籍であれ

　　ば１（送付要）を設定

②養／父母の本籍＝管内本籍であ

　　れば１（送付要）を設定

上記以外は０（送付不要）を設定

処分区分

決裁区分

備　　　　　　　　考

記　号　名

０
５

５

作　　　　業　　　　名

入力確認（帰化届）

作　　成　　者

23/56システム化調査研究会

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

3.1 中間ファイル（仮受付）編集・出力　２／４

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

（受取側）　中間ファイル（仮受付）／共通　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）　中間ファイル（届書）

ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

改　　訂　　日　付

平成２９年　３月３１日 20平成　６年１２月　１日

作　　成　　日　　付

画面名称

項　　　　　　　　　　　　目

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目ＤＢ・ファイル名

記　号　名 名　　　　　　　　称

第　２
３

（　４　）
デ　ー　タ　編　集　表

60
34
9
 



版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 受領番号 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 受領番号

　　　　　　（仮受付） 行番号 　　　事件別内容

事件本人 事件本人区分 ３９（帰化者）

届出人区分 ・単身者の場合

　『帰化者１５歳未満の届出人資格１』に入力があれば０を設定

・同時に帰化する者の場合

　『同時帰化者ｎの１５歳未満の届出人資格１』に入力があれば０を設定

・上記以外は１を設定

帰化者カナ氏名 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

カナ氏名 帰化者妻カナ氏名 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎカナ氏名 ←帰化処理する者

帰化者漢字氏名 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

漢字氏名 帰化者妻漢字氏名 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎ漢字氏名 ←帰化処理する者

帰化者生年月日 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

生年月日 帰化者妻生年月日 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎ生年月日 ←帰化処理する者

本籍コード 届後本籍コード

本籍 届後本籍

筆頭者 届後本籍筆頭者

送達確認２ 届後本籍が非本籍なら１を設定

（在外送付区分＝０のとき）

３

項　　　　　　　　　　　　目

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

処　　　理　　　名

作　　成　　者第　２

システム化調査研究会

改　　訂　　日　付作　　　　業　　　　名

記　号　名名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

画面名称記　号　名

（受取側）　中間ファイル（仮受付）／事件本人　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）　中間ファイル（届書）

０
５

６

3.1 中間ファイル（仮受付）編集・出力　４／４

備　　　　　　　　考

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

ＤＢ・ファイル名

平成　６年１２月　１日
（　４　）

デ　ー　タ　編　集　表
入力確認（帰化届）

画面名称

24/56

作　　成　　日　　付

ＤＢ・ファイル名

平成２９年　３月３１日 20

名　　　　　　　　称

6
03
5
0 















版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者（入籍） 出力区分

　　　　　　　１／２ タイトルコード ２４０１（帰化）

記録コード ２４０１（帰化者の記録）

管掌者コード

事件発生日 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 公示年月日

帰化日 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 公示年月日

届 届出日 受領日

届 資格 単身者の場合

出 出 資格名称 　通常は　届出人（１）←帰化者１５歳未満の届出人資格１，資格名称１（資格１を名称変換）

人 　　　　　　届出人（２）←帰化者１５歳未満の届出人資格２，資格名称２（資格２を名称変換）

（１） 　ただし，資格１＝016（親権者父），資格２＝017（親権者母）の場合

届 資格 　　　　　　資格１＝018（親権者父母），資格２は未設定と置き換える（資格１，２が逆も同様）

出 資格名称 　同様，資格１＝001（父），資格２＝002（母）の場合

人 　　　　　資格１＝005（父母），資格２は未設定と置き換える（資格１，２が逆も同様）

（２） 　　　　　

同時帰化者の場合

　上記（単身者）を「同時帰化者ｎ１５歳未満の届出人～」に読みかえる

※氏名の設定は不要

　ただし，資格１＝110（未成年後見人）の場合は，氏名１を設定

　　　　　　資格１，２が010（養父）または011（養母）または019（親権者養父）または

　　　　　　020（親権者養母）の場合は，対応する氏名１，２をそれぞれ設定

帰化

氏名

氏名

０
６

３

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者）入籍　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

備　　　　　　　　考

画面名称記　号　名 名　　　　　　　　称 記　号　名

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

画面名称 名　　　　　　　　称

作　　　　業　　　　名

14

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

処　　　理　　　名 6.1 帰化者（入籍）編集・出力　1/2

31/56
（　４　）

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

60
35

7









版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の配偶者 出力区分

　　　　　　　（除籍） タイトルコード ２４０４（配偶者の帰化）

　　　　　　　１／２ 記録コード ２４０４（帰化者の配偶者の記録）

管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

配 の 配偶者の 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

偶 帰

者 化 帰化日

入 入籍日

籍 入籍事由

届 届出日 受領日

除籍日

・帰化者配偶者区分＝１（夫）のとき,「夫の帰化届出」を設定

出 ・帰化者配偶者区分＝２（妻）のとき,「妻の帰化届出」を設定

配偶者氏名 帰化者漢字氏名

送 送付を受けた日 送付日

付 受理者 発送元

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

平成２３年　３月　１日

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14 35/56
（　４　）

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

名　　　　　　　　称 記　号　名

婚姻

除籍事由

０
６

７

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称

処　　　理　　　名 6.3 帰化者の配偶者（除籍）編集・出力 1/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者の配偶者）除籍　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

60
36

1





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の配偶者 出力区分

　　　　　　　（除籍） タイトルコード ２４０４（配偶者の帰化）

　　　　　　　１／２ 記録コード ２４０４（帰化者の配偶者の記録）

管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

配 の 配偶者の 中間ﾌｧｲﾙ(届書) 公示年月日

偶 帰

者 化 帰化日

入 入籍日

籍 入籍事由

届 届出日

除籍日

出 除籍事由

配偶者氏名 帰化者漢字氏名

送 送付を受けた日

付 受理者

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

従 本籍

前

戸 筆頭者

籍

平成２３年　３月　１日

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14 37/56
（　４　）

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名

０
６

９

項　　　　　　　　　　　　目

画面名称 名　　　　　　　　称

婚姻

処　　　理　　　名 6.4 帰化者の配偶者（記録）編集・出力 1/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者の配偶者）記録　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

入

戸

籍

画面名称 名　　　　　　　　称記　号　名

60
36

3





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　父または母 タイトルコード ２４０２（子の帰化）

　　　　　　　（入籍） 記録コード ２４０２（帰化者の父母の記録）

　　　　　　　１／２ 管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

子 子 氏 続柄

の の 名 氏名

帰 子 新 本籍

化 の 本 筆頭者

籍

入 処理日　または 処理日があれば処理日

入籍日 送付日　または 処理日がなければ送付日

受領日 処理日，送付日がなければ受領日

籍 入籍事由 「子の帰化届出」を設定

届 届出日

除籍日

出 除籍事由

送 送付を受けた日

付 受理者

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

平成２３年　３月　１日

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14 39/56
（　４　）

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

画面名称 名　　　　　　　　称

０
７

１

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名

処　　　理　　　名 6.5帰化者の父または母(入籍)編集・出力1/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者の父または母）入籍　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

60
36

5





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　養父または養母 タイトルコード ２４０３（養子の帰化）

　　　　　　　（入籍） 記録コード ２４０３（帰化者の養父母の記録）

　　　　　　　１／２ 管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

養 養子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ（届書）

子 養子の氏名

の 養 新 本籍

帰 子 本 筆頭者

化 の 籍

入 処理日　または 処理日があれば処理日

入籍日 送付日　または 処理日がなければ送付日

受領日 処理日，送付日がなければ受領日

籍 入籍事由 「子の帰化届出」を設定

届 届出日

除籍日

出 除籍事由

送 送付を受けた日

付 受理者

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

画面名称 名　　　　　　　　称

システム化調査研究会

画面名称

作　　成　　者

記　号　名

項　　　　　　　　　　　　目

名　　　　　　　　称

41/56

作　　成　　日　　付

処　　　理　　　名

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)／身分事項(帰化者の養父または養母)入籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)6.6 帰化者養父または養母(入籍)編集・出力 1/2

平成　６年１２月　１日

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名

０
７

３

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届）

改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日

60
36

7





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　父または母 タイトルコード ２４０２（子の帰化）

　　　　　　　（除籍） 記録コード ２４０２（帰化者の父母の記録）

　　　　　　　１／２ 管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

子 子 氏 続柄

の の 名 氏名

帰 子 新 本籍

化 の 本 筆頭者

籍

入

入籍日

籍 入籍事由

届 届出日 受領日

除籍日

出 除籍事由 「子の帰化届出」を設定

送 送付を受けた日 送付日

付 受理者 発送元

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

画面名称 名　　　　　　　　称

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称

作　　成　　者

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

処　　　理　　　名 6.7帰化者の父または母(除籍)編集・出力1/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者の父または母）除籍　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

０
７

５

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

備　　　　　　　　考

43/56

記　号　名

60
36

9





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　養父または養母 タイトルコード ２４０３（養子の帰化）

　　　　　　　（除籍） 記録コード ２４０３（帰化者の養父母の記録）

　　　　　　　１／２ 管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

養 養子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

子 養子の氏名

の 養 新 本籍

帰 子 本 筆頭者

化 の 籍

入

入籍日

籍 入籍事由

届 届出日 受領日

除籍日

出 除籍事由 「子の帰化届出」を設定

送 送付を受けた日 送付日

付 受理者 発送元

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

画面名称 名　　　　　　　　称

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称

作　　成　　者

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

処　　　理　　　名 6.8 帰化者養父または養母(除籍)編集・出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)／身分事項(帰化者の養父または養母)除籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

０
７

７

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

備　　　　　　　　考

45/56

記　号　名

60
37

1





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　父（記録） タイトルコード ２４０２（子の帰化）

　　　　　　　１／２ 記録コード ２４０２（帰化者の父母の記録）

管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 公示年月日

子 子 ・単身者の場合，『帰化者父母との続柄コード』を変換し設定

の の 続柄 ・同時に帰化処理する者の場合，『同時帰化者ｎ父母との続柄コード』を変換し設定

帰 氏

化 名 ・単身者の場合，『帰化者漢字氏名』を移送

・同時に帰化する者の場合，『同時帰化者ｎ漢字氏名』を移送

子 新 本籍

の 本 筆頭者

籍

入 入籍日

籍 入籍事由

届 届出日

除籍日

出 除籍事由

送 送付を受けた日

付 受理者

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

氏名

47/56

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称

処　　　理　　　名 6.9 帰化者の父　(記録)　　編集・出力 1/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項（帰化者の父）記録　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

０
７

９

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日

記　号　名

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

備　　　　　　　　考

名　　　　　　　　称

作　　成　　者

60
37

3





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（仮戸籍） 個人番号 決裁処理で設定

身分事項 行番号

帰化者の 出力区分

　　養父または養母 タイトルコード ２４０３（養子の帰化）

　　　　　　　（記録） 記録コード ２４０３（帰化者の養父母の記録）

　　　　　　　１／２ 管掌者コード

事件発生日 ファイル仕様の通り

養 養子の帰化日 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 公示年月日

子 養子の氏名 ・単身者の場合，『帰化者漢字氏名』を移送

の ・同時に帰化する者の場合，『同時帰化者ｎ漢字氏名』を移送

帰 養 新 本籍

化 子 本 筆頭者

の 籍

入 入籍日

籍 入籍事由

届 届出日

除籍日

出 除籍事由

送 送付を受けた日

付 受理者

許 許可日

可 許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

画面名称 名　　　　　　　　称

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称

作　　成　　者

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

処　　　理　　　名 6.10 帰化者養父または養母(記録)編集・出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)／身分事項(帰化者の養父または養母)記録　←(引渡側)中間ファイル(届書)

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

０
８

１

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

備　　　　　　　　考

49/56

記　号　名

60
37

5





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ 受領番号 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 受領番号

　　　（９条２項） 出張所番号 出張所番号

帰化者 市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村ｺｰﾄﾞを宛名に変換した項目

事件コード ２４（帰化届）

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

個人番号

帰化者漢字氏名 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

新氏名 帰化者妻漢字氏名 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎ漢字氏名 ←同時に帰化する者

旧氏名

帰化者生年月日 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

新生年月日 帰化者妻生年月日 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎ生年月日 ←同時に帰化する者

旧生年月日

帰化者父母との続柄コード 有 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

新父母との続柄 帰化者妻父母との続柄コード ←夫婦帰化の妻

同時帰化者ｎ父母との続柄コード ←同時に帰化する者

旧父母との続柄

新本籍コード 届後本籍コード

新本籍 届後本籍

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧筆頭者

平成２３年　３月　１日

備　　　　　　　　考

51/56

記　号　名

０
８

３

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

処　　　理　　　名 7.1 帰化者　編集・出力　１／２ （受取側）　中間ファイル（９条２項）／帰化者　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

画面名称 名　　　　　　　　称

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称

60
37

7





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（９条２項）受領番号 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 受領番号

帰化者の 出張所番号 出張所番号

　　日本人配偶者 市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村ｺｰﾄﾞを宛名に変換した項目

事件コード ２４（帰化届）

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

個人番号 本籍人の場合,個人番号を設定

新氏名 「届後戸籍の筆頭者」の氏　＋　「連署人漢字氏名」の名

旧氏名 連署人漢字氏名

新生年月日 連署人生年月日

旧生年月日 連署人生年月日

新父母との続柄 連署人父母との続柄コード 有

旧父母との続柄 連署人父母との続柄コード 有

新本籍コード 届後本籍コード

新本籍 届後本籍

旧本籍コード 連署人本籍コード

旧本籍 連署人本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧筆頭者 連署人筆頭者

住所コード 連署人住所コード

住所

方書

住定日

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日

記　号　名

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

備　　　　　　　　考

名　　　　　　　　称

作　　成　　者

０
８

５

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

連署人住所

53/56

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称

処　　　理　　　名 7.2 帰化者の日本人配偶者　編集・出力　 （受取側）　中間ファイル（９条２項）／帰化者の日本人配偶者　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

60
37

9





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ﾌｧｲﾙ（９条２項）受領番号 中間ﾌｧｲﾙ（届書） 受領番号

帰化者の 出張所番号 出張所番号

　　（養）父母 市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村ｺｰﾄﾞを宛名に変換した項目

事件コード ２４（帰化届）

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

個人番号 本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養／父母漢字氏名

旧氏名 養／父母漢字氏名

新生年月日 養／父母生年月日

旧生年月日 養／父母生年月日

新父母との続柄 養／父母父母との続柄コード 有

旧父母との続柄 養／父母父母との続柄コード 有

新本籍コード 届後本籍コード

新本籍 届後本籍

旧本籍コード 養／父母本籍コード

旧本籍 養／父母本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧筆頭者 養／父母筆頭者

住所コード 養／父母住所コード

住所

方書

住定日

住民日

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日

記　号　名

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

備　　　　　　　　考

名　　　　　　　　称

作　　成　　者

０
８

７

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名

14
（　４　）

３
入力確認（帰化届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

養／父母住所

55/56

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称

処　　　理　　　名 7.3 帰化者の（養）父母　編集・出力　 （受取側）　中間ファイル（９条２項）／帰化者の（養）父母　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

60
38

1

























標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．データ編集表
4.1 国籍喪失者の記録（除籍） 024,025

①（国喪１４）
　（親権者）養父・養母が届出人になる場合、
　届出人資格を別々にし、届出人氏名を編集するよう修正

②あいまいな表現の修正 025
　資格１：016－資格２：020
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」
　資格１：017－資格２：019
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：019－資格２：017
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：020－資格２：016
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」

 60391-3



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４.1 １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 民法改正（平成23年法律第６１号）によるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．システム処理の概要説明
範囲外処理に”複数の未成年後見人から届出がされた ００１
場合”を追加

60391-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１５ １／１

平成２４年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．システム処理の概要説明書 ００１
①（国喪１５）
　法務省の催告、宣告による国籍喪失届を追記

２．データチェック（単体表） ００４
1.0 単体チェック表

①（国喪１５）
　法務省の催告、宣告による国籍喪失は届出入力で
　対応しないことになったため、以下の喪失原因を
　単体チェックから削除
　 「４：国籍選択の催告を受けて選択をしなかったため」
   「５：国籍喪失の宣告を受けたため」

３．データ編集表
4.1 国籍喪失者の記録（除籍） ０２５

①（国喪１５）
　*１：喪失事由及び喪失時の外国籍の編集内容の
　表から喪失原因４、５を削除

5.1 国籍喪失者の配偶者の記録（変動なし） ０２６
①（国喪１６）
  記録日への処理日の移送を削除（第２版の対応漏れ）

60391-5 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：18 １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック ００６

①（国喪１９）
　事件本人と筆頭者の氏が同一であることについて
　関連チェックを追加

60391-6 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：20 １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（国喪２３） ００６
　受領日について処理日と同一日付は認めないよう
　修正

２．要件定義ワークシート
3.0 審査

①（国喪２１） ００７
　届出起算日が明確となるように表記を修正

②（国喪２２） ００７
　年齢起算日が明確となるように表記を修正

③誤記訂正 ００７
　（0-1）「処理してよろしいですか。」
 　　→　「処理をしてよろしいですか？」

60391-7 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：21 １／１

平成３０年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２４ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍喪失届）

１．データチェック（単体表）
1.0 単体チェック

①（国喪２５） ００４
　No.21喪失原因（国名）の内容欄の誤記を修正
　「国籍コードであること」→「国籍であること」

２．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（国喪２６） ００６
  住所と世帯主のチェックを追加

60391-8 



版 頁

１．国籍喪失業務処理範囲外の処理

　　・通常有り得ない特異な組み合わせの届出義務者によって届出された国籍喪失届

　　・事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　　・夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

　　・複数の未成年後見人から届出がされた場合

　　・法務大臣の催告、宣告による国籍喪失届

上記の場合は、審査結果入力で処理を行う。

２．国籍喪失届入力画面の意義

　　・国籍喪失を行う者の各項目を入力する。

３．その他

　　添付書類
　　　・外国への帰化を証する書面（又はその写し）、在外公館長の発給する帰化事実証明書など国籍喪失を証すべき書面（戸103-ＩＩ）
　　　・上記の書面が外国語によって作成されている場合はその訳文（規63の２）

　　届出期間の審査処理（戸103-I、大3.12.28民1125号回答）
　　　・国籍喪失の事実を知った日及びその際に国内、国外に在ることが届書からはわからない為システム化後は喪失年月日を起算日とし、
　　　　その日から３箇月以内であるか否かを確認メッセージでの対応とする。

　　法務省・在外公館からの国籍喪失の報告
　　　・国籍喪失の報告の場合には届出人資格「099：その他」として、届出人資格欄に届出人資格名称を入力する。

第　２
３

（　１　）
平成　６年１２月　１日 1/1

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２４年　３月　１日

０
０
１

システム処理の概要説明書
作　　　　業　　　　名

　審査（国籍喪失届） 15

作　　成　　者

システム化調査研究会

6
03
9
2 







版 頁

Ｎｏ 必須 属性 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1 支所No 数字 「項目エラーがあります。正しく

2 受領No 数字 　入力して下さい。」

3 受領日 ○ 英数 「日付チェックサブルーチン」

4 送付日 英数 「日付チェックサブルーチン」

5 発送元 漢字

6 在外送付区分 ○ 数字 （０：受理分， １：国内からの送付， ２：在外公館の直接送付，

　３：在外公館の国内経由）であること

7 処理日 英数 「日付チェックサブルーチン」

8 本非区分 ○ 数字 （１：本籍，　２：非本籍）であること

9 郵送日 英数 「日付チェックサブルーチン」

10 国籍喪失者カナ氏名 ○ カナ

11 国籍喪失者漢字氏名 ○ 漢字

12 生年月日 ○ 英数 「日付チェックサブルーチン」

13 喪失年月日 ○ 英数 「日付チェックサブルーチン」

14 住所 漢字

15 世帯主 漢字

16 本籍 ○ 漢字

17 筆頭者 ○ 漢字

18 配偶者区分 ○ 数字 （０：未，　１：夫，　２：妻，　３：生存配偶者）であること

19 配偶者外人区分 数字 （０：日本人，　１：外国人）であること

20 喪失原因（区分） ○ 数字 １：志望により外国国籍を取得したため 国１１

２：日本国籍の離脱 国１３・憲法２２

３：外国国籍の選択 国１１－Ⅱ

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（何れかであること）

21 喪失原因（国名） ○ 漢字 国籍であること

０
０

４

３
　審査（国籍喪失届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成３０年　３月３１日 21   3/14

（　５　）

項　　　目　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

画　　　　　面　　　　　名

改　　訂　　日　付

処　　　　理　　　　名

第　２
データチェック（単体表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

１．０ 単体チェック　１／２ 国籍喪失届

6
03
95
 





版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1 「関連エラーがあります。

2 　正しく入力して下さい。」

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(No.19)　配偶者の外人区分 ＝ スペース　であること

15-1

(No.19)　配偶者の外人区分 ≠ スペース　であること

16

（但し、届出人資格が　０８２ ： 親族　の時を除く）

17

18

19

20

21

22

23 (№15)　世帯主 ≠ スペースの時、　(№14)　住所 ≠ スペース　であること

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№9)　郵送日 ≧ (№13)　喪失年月日　であること

(№11)　国籍喪失者漢字氏名の氏 ＝ (№17)　筆頭者の氏　であること

(No.18)　配偶者区分 ＝ ０ ： 未，　３ ： 生存配偶者の時、

(No.18)　配偶者区分 ＝ １ ： 夫，　２ ： 妻の時、

(№22)　届出人資格１ ≠ (№24)　届出人資格２　であること

(№22)　届出人資格１ ≠ ０００ ： 未入力の時、　(№23)　届出人氏名１ ≠ スペース　であること

(№22)　届出人資格１ ＝ ０００ ： 未入力の時、　(№23)　届出人氏名１ ＝ スペース　であること

(№24)　届出人資格２ ≠ ０００ ： 未入力の時、　(№25)　届出人氏名２ ≠ スペース　であること

(№24)　届出人資格２ ＝ ０００ ： 未入力の時、　(№25)　届出人氏名２ ＝ スペース　であること

(№23)　届出人氏名１ ≠ スペースの時、　(№23)　届出人氏名１ ≠ (№25)　届出人氏名２　であること

(№14)　住所 ＝ スペースの時、　(№15)　世帯主 ＝ スペース　であること

(№3)　受領日 ≧ (№13)　喪失年月日　であること

(№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ＝ ０ ： 受理分　であること

(№5)　発送元 ≠ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ≠ ０ ： 受理分　であること

(№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　の時、

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ １ ： 国内からの送付　であること

(№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　以外の時、

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ ２ ： 在外公館の直接送付　または

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ ３ ： 在外公館の国内経由　であること

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№9)　郵送日 ≦ (№3)　受領日　であること

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ＝ スペース　であること

(№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№5)　発送元 ≠ スペース　であること

画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

(№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ≧ (№3)　受領日　であること

(№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№5)　発送元 ＝ スペース　であること

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ

国籍喪失届

備　　考

(№7)　処理日 ≠ スペースの時、　(№7)　処理日 ＞ (№.3)　受領日であること

(№8)　本非区分 ＝ １ ： 本籍の時、　(№16)　本籍　が管内　であること　

改　　訂　　日　付

０
０

６

３
　審査（国籍喪失届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成３０年　３月３１日 21 5/14

(　６　)

処　　　　理　　　　名

２．０　関連チェック

第　２
データチェック(関連表)

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付
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版 頁

(0) 受領日 ＝ 送付日 である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0-1) 確認メッセージ 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」を表示 ／

ＹＥＳ (0-2) → (1) へ ／

ＮＯ  → (0-3) 本紙へ

(0-4) → (1)へ ／

(1) 受領日　＜　喪失年月日　＋　３箇月（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 戸103Ｉ

ＹＥＳ （２）→（８）へ ／

ＮＯ （３）確認メッセージ（YES,NO) （４）本紙へ 大3.12.28民1125号回答

　「届出期間を経過していますがよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （５）→（８） ／

ＮＯ （６）→ （７）本紙へ 不受理

（８）国籍喪失者の生年月日＋１５年（１５歳以上）　≦　受領日（YES,NO) ／ 戸31Ｉ，国18

ＹＥＳ （９）届出人資格１（000:未入力，006：夫，007：妻，001：父，002：母，010：養父，011：養母， ／

098：事件本人， 082：親族， 099：その他，  110：未成年後見人， その他）

000 （10）届出人資格２（006：夫， 007：妻， 001：父， 002：母， 010：養父， 011：養母， ／

098：事件本人， 082：親族， 099：その他，  110：未成年後見人， その他）

006,007, （11）→ (12)本紙へ 受理

001,002,

010,011,

098,099

082 （13）確認メッセージ（YES,NO) 民725～729

「届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （14）→ 受理

ＮＯ （15）→ 不受理

110 （16）確認メッセージ（YES,NO) （16-1）本紙へ

「事件本人は１５歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （16-2）→ 受理

ＮＯ （16-3）→ 不受理

その他 （17）審査メッセージ （18）本紙へ 不受理

「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

006,007 （19）届出人資格２（000:未入力， 001：父， 002：母， 010：養父， 011：養母， ／

082：親族， その他）

000 （20）→ （21）本紙へ 受理

ＮＯ

０
０

７

改　　訂　　日　付

処　　　理　　　名 ３．０　審査　　　　　　　　　　１／６

第　２
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名

6/14

作　　成　　日　　付

　審査（国籍喪失届） 20平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会 平成２９年　３月３１日　

ＹＥＳ

6
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版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号 中間ファイル

（仮戸籍） （届書） 個人番号を設定

身分事項 行番号

出力区分 ０：可

タイトルコード ２５０１（国籍喪失）

記録コード ２５０１（国籍喪失者の記録）

管掌者コード

事件発生日 喪失年月日

国籍喪失日 喪失年月日 必須項目

喪失時の外国籍 喪失原因（国名） 喪失原因（区分）：２のとき移送

喪失事由 喪失原因（国名）

喪失原因（区分）

婚姻配偶者氏名 旧国籍法当時の記録

届出日 受領日

資格 届出人資格１

資格名称 届出人資格１名称

氏名 届出人氏名１

資格 届出人資格２

資格名称 届出人資格２名称

氏名 届出人氏名２

報告日 受領日 届出人資格＝099　のとき、移送

報告者 届出人資格名称１又は２ 届出人資格＝099　のとき、移送

送付を受けた日 送付日 送付日≠スペース：送付日を移送

受理者 発送元 送付日≠スペース：発送元を移送

許可日

許可書謄本の

送付を受けた日

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

記　号　名

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

9/12

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日 14平成　６年１２月　１日
３

（　４　）

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

作　　成　　者

システム化調査研究会

届出人資格１又は２＝098(事件本人)，
099(その他)のとき、未設定。
届出人資格１又は２＝010(養父)または
011(養母)または019(親権者養父)または
020(親権者養母)または110(未成年後見
人)または082(親族)のとき、対応する届出
人氏名を移送する。
上記以外は、＊２参照。
（届出人資格１・２の組み合わせにより資
格及び資格名称を統合する必要がある場
合は、統合した内容を届出人資格１、届出
人資格１名称に設定する。）

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

デ　ー　タ　編　集　表
作　　　　業　　　　名

　入力確認（国籍喪失届）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

4.1 国籍喪失者の記録（除籍）　1/2

第　２

本籍人の時、国籍喪失者の

０
２

４

届出人資格＝099　のとき、未設定

送
付

許
可

国
籍
喪
失

喪失原因（区分）により、移送項目を決定
する
移送項目については、＊１参照

届
出
人

届
出
人

届
出

60
41

7



版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 許可 許可を受けた者 中間ファイル

　　　　　　　（仮戸籍） 除籍 除籍日 　　　　　　（届書） 処理日

身分事項 特記 特記事項

＊１：喪失事由及び喪失時の外国籍の編集内容

区分 国名

1 ○ 国名＋「の国籍取得」

2 ○ 喪失原因（区分）の内容 喪失原因（国名）

3 ○ 国名＋「の国籍選択」

＊２：届出人資格の編集内容

　　　　入力された届出人資格１・２の組み合わせにより、以下に示す資格内容を移送する。届出人資格１＝000：未入力の場合は、届出人資格２の内容を１へ詰めて移送する。

資格２ 000 006 007 001 002 010 011 082 110

資格１ (未入力） （夫） （妻） （父） （母） （養父） （養母） （親族） （未成年後見人）

夫 妻 父 母 養父 養母 親族 未成年後見人

夫 ★ ★ ★ ★ ★

妻 ★ ★ ★ ★ ★

父 ★ ★ 父母 父･養母*1 ★

母 ★ ★ 父母 養父･母*1 ★

養父 ★ ★ 養父･母*1 養父・養母*1 ★

養母 ★ ★ 父･養母*1 養父・養母*1 ★

親族 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

親権者父 ★ ★ ★ ★ ★

親権者母 ★ ★ ★ ★ ★

親権者養父 ★ ★ ★ ★ ★

親権者養母 ★ ★ ★ ★ ★

未成年後見人

但し、「★」については審査結果入力で対応する。

＊１ 届出人資格にそれぞれの資格を移送する。（資格名称の統合は行わない）

001（父）

110（未成年後見人）

０
２

５

016（親権者父）

017（親権者母）

019（親権者養父）

020（親権者養母）

002（母）

010（養父）

011（養母）

082（親族）

処　　　理　　　名 4.1 国籍喪失者の記録（除籍）　2/2 （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

備　　　　　　　　考

喪失事由 喪失時の外国籍

000（未入力）

006（夫）

007（妻）

平成２４年　３月　１日 15
（　４　）

平成　６年１２月　１日 10/12

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付
３

　入力確認（国籍喪失届） システム化調査研究会

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者

（親権者養母）

親権者養母

★

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称

ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目

画面名称 名　　　　　　　　称

喪失原因 身分事項

★

★

親権者養父・親権者養母*1

019
（親権者養父）

親権者養父

★

★

★

★

親権者父･親権者養母*1

★

★

★

020

親権者母

★

親権者養父･親権者母*1

★

親権者父母

親権者養父・親権者養母*1親権者父･親権者養母*1

★

★

016
（親権者父）

親権者父

★

★

★

親権者父母

★

★

★

親権者養父･親権者母*1

017
（親権者母）

60
4
1
8 



版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号 中間ファイル 本籍人の時、国籍喪失者の配偶者の

　　　　　　（仮戸籍） （届書） 個人番号を設定

身分事項 行番号

出力区分 ０：可

タイトルコード ２５０２（配偶者の国籍喪失）

記録コード ２５０２（国籍喪失者の配偶者の記録）

管掌者コード

事件発生日 喪失年月日

配偶者の国籍 喪失原因（国名）

許可日

許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

記録 記録日

特記 特記事項

０
２

６

国
籍
喪
失

配
偶
者
の

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

デ　ー　タ　編　集　表
作　　　　業　　　　名

　入力確認（国籍喪失届）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

5.1 国籍喪失者の配偶者の記録（変動なし）

第　２
３

（　４　）

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

作　　成　　者

システム化調査研究会

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

11/12

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２４年　３月　１日 15平成　６年１２月　１日

許

　
可

備　　　　　　　　考

記　号　名

ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

6
04
1
9 

















 60426-2

標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２５ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍選択届）

１．データ編集表
 4 籍 ）.1　国 選択者の記載（変動なし 020,021

①（国選０９）
　（親権者）養父・養母が届出人になる場合、
　届出人資格を別々にし、届出人氏名を編集するよう修正

②あいまいな表現の修正 021
　資格１：016－資格２：020
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」
　資格１：017－資格２：019
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：019－資格２：017
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：020－資格２：016
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４.1 １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２５ 民法改正（平成23年法律第６１号）によるシステムの対応
（国籍選択届）

１．システム処理の概要説明
範囲外処理に”複数の未成年後見人から届出がされた ００１
場合”を追加

60426-3 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：18 １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２５ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍選択届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック ００５

①（国選１３）
　事件本人と筆頭者の氏が同一であることについて
　関連チェックを追加

60426-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：20 １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２５ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（国籍選択届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック

①（国選１７） ００５
　受領日について処理日と同一日付は認めないよう
　修正

２．要件定義ワークシート
3.0 審査

①（国選１６） ００６
　年齢起算日が明確となるように表記を修正

②誤記訂正 ００６
　（0-1）「処理をしてよろしいですか。」
　　 →　「処理をしてよろしいですか？」

③誤記訂正 ００６
　（11-3）「法定代理人の届出でよろしいすか？」
　　　→　「法定代理人の届出でよろしいですか？」

60426-5 



版 頁

１．国籍選択業務処理範囲外の処理

　　・現に有する外国の国籍の全てが届書に記載されているか否かの審査

　　・届出期限の審査

　　・事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　　・複数の未成年後見人から届出がされた場合

２．国籍選択届入力画面の意義

　　・国籍選択を行う者の各項目を入力する。

３．その他

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　９月３０日

作　　成　　者

システム化調査研究会

０
０
１

14.1平成　６年１２月　１日 1/1

第　２
３

（　１　）
システム処理の概要説明書

作　　　　業　　　　名

　審査（国籍選択届）

6
04
27
 









版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1 (№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ≧ (№3)　受領日　であること 「関連エラーがあります。

2 (№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№5)　発送元 ＝ スペース　であること 　正しく入力して下さい。」

3 (№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№5)　発送元 ≠ スペース　であること

4 (№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ＝ 0 ： 受理分　であること

5 (№5)　発送元 ≠ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ≠ 0 ： 受理分　であること

6 (№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が 「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　の時、

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6)　在外送付区分 ＝ 1 ： 国内からの送付　であること

7 (№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が 「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　以外の時、

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6)　在外送付区分 ＝ 2 ： 在外公館の直接送付　または

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(№6)　在外送付区分 ＝ 3 ： 在外公館の国内経由　であること

8 (№7)　処理日 ≠ スペースの時、　(№7)　処理日 ＞ (№3)　受領日　であること

9 (№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ＝ スペース　であること

10 (№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№9)　郵送日 ≦ (№3)　受領日　であること

11 (№8)　本非区分 ＝ 1 ： 本籍の時、　(№13)　本籍　が管内　であること

11-1 (№11)　国籍選択者漢字氏名の氏 ＝ (№14)　筆頭者の氏　であること

12 (№18)　届出人資格 1 ≠ 000 ： 未入力の時、　(№19)　届出人氏名 1 ≠ スペース　であること

13 (№18)　届出人資格 1 ＝ 000 ： 未入力の時、　(№19)　届出人氏名 1 ＝ スペース　であること

14 (№18)　届出人資格 1 ≠ (№20)　届出人資格 2　であること

15 (№20)　届出人資格 2 ≠ 000 ： 未入力の時、　(№21)　届出人氏名 2 ≠ スペース　であること

16 (№20)　届出人資格 2 ＝ 000 ： 未入力の時、　(№21)　届出人氏名 2 ＝ スペース　であること

17 (№19)　届出人氏名 1 ≠ スペースの時、　(№19)　届出人氏名 1 ≠ (№21)　届出人氏名 2　であること

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

２．０　関連チェック 国籍選択届

０
０

５

３
　審査（国籍選択届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２９年　３月３１日　 20 4/10

（　６　）

処　　　　理　　　　名

第　２
データチェック（関連表）

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

6
04
31
 



版 頁

(0) 受領日 ＝ 送付日 である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0-1) 確認メッセージ 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」を表示 ／

ＹＥＳ (0-2) → (1) へ ／

ＮＯ  → (0-3) 本紙へ

(0-4) → (1)へ ／

(1) 国籍選択者の生年月日＋１５年（１５歳以上）　≦　受領日　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 国18

ＹＥＳ (2) 届出人資格１（000：未入力，098：事件本人，110：未成年後見人，その他） ／

000 (3) 届出人資格２（098：事件本人，110：未成年後見人，その他） ／

098 (4) ／ (4)～(11)削除

（5） ／

（6） （7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（11-1）　→ (11-2) 本紙へ 受理

110 (11-3)確認メッセージ(YES,NO)

「事件本人は１５歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ (11-4)  → 受理

ＮＯ (11-5)  → 不受理

その他 （12） エラーメッセージ 不受理

　「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

098 (13) 届出人資格２（000：未入力，　その他） ／

000 (14) ／ (14)～(21)削除

（15） ／

（16） （17）

（18）　

（19）

（20）

（21）

（21-1）　→ (21-2) 本紙へ 受理

その他 （22） エラーメッセージ 不受理

　「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

平成２９年　３月３１日　   5／10平成　６年１２月　１日

ＹＥＳ

ＮＯ

０
０

６

第　２
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名

審査（国籍選択届）

作　　成　　日　　付

処　　　理　　　名 備　　　　　　　　考

作　　成　　者

３．０　審査

20システム化調査研究会

改　　訂　　日　付

6
04
32
 































第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付 版 頁

０
２

０

３
　入力確認（国籍選択届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日 14 9/10

（　４　）

処　　　理　　　名  4.1　国籍選択者の記録（変動なし） （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側 コード 出力形態

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 変換有無

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 (ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号 中間ファイル 本籍人の時、国籍選択者の

　　　（仮戸籍） （届書） 個人番号を設定

身分事項 行番号

出力区分 ０：可　を設定

タイトルコード ２６０１（国籍選択）

記録コード ２６０１（国籍選択者の記録）

管掌者コード

事件発生日 受領日

国籍
選択

国籍選択の宣言日 受領日

届
出

届出日

届
出
人

資格 届出人資格１ 届出人資格１・２の何れかが、098
（事件本人）の場合は、移送しな
い。
上記以外は、＊１参照。
但し、届出人資格１が000：未入力
の場合は、届出人資格２、届出人
氏名２を１の方に詰めて移送する。

資格名称 届出人資格１名称

氏名 届出人氏名１

届
出
人

資格 届出人資格２

資格名称 届出人資格２名称

氏名 届出人氏名２

送
付

送付を受けた日 送付日 送付日≠スペース：送付日を移送

受理者 発送元 送付日≠スペース：発送元を移送

許
可

許可日

許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

記録 記録日 処理日

特記 特記事項

60
44

7



態

1

1

第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付 版 頁

０
２

１

３
　入力確認（国籍選択届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日 14 10/10

（　４　）

処　　　理　　　名  4.1　国籍選択者の記載（変動なし） （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側 コード 出力形

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 変換有無

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 (ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

＊１　：届出人資格・氏名の編集内容

（1）届出人資格

　　入力された届出人資格１，２の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　　　　　　　　　　資格２
資格１

　　０００ 　　　　０１６ 　　　　０１７ 　　　　０１９ 　　　　０２０ 　　　　１１０

　（未入力） 　　（親権者父） 　　（親権者母） 　（親権者養父） 　（親権者養母） （未成年後見人）

０００（未入力） 　親権者父 　　親権者母 　親権者養父 　親権者養母 未成年後見人

０１６（親権者父） 親権者父 　　親権者父母 親権者父，親権者養母*1

０１７（親権者母） 親権者母 　親権者父母 親権者養父，親権者母*1

０１９（親権者養父） 親権者養父 親権者養父，親権者母*1 親権者養父，親権者養母*

０２０（親権者養母） 親権者養母 親権者父，親権者養母*1 親権者養父，親権者養母*

１１０（未成年後見人） 未成年後見人

　　＊１：届出人資格名称をそれぞれ設定する

　　　　　（届出人資格名称の統合は行わない）

（２）届出人氏名
　　届出人資格１，２が０１９（親権者養父）または０２０（親権者養母）または１１０（未成年後見人）の場合、対応する届出人氏名１，２をそれぞれ移送する。

60
44

8















 60454-2

標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２６ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（外国国籍喪失届）

１．データ編集表
4. 外国国籍 ）1　 喪失者の記載（変動なし 021,022

①（議事録2010.11.18）
　（親権者）養父・養母が届出人になる場合、
　届出人資格を別々にし、届出人氏名を編集するよう修正

②あいまいな表現の修正 022
　資格１：016－資格２：020
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」
　資格１：017－資格２：019
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：019－資格２：017
　　　「親権者養父･母」　→ 「親権者養父･親権者母」
　資格１：020－資格２：016
　　　「親権者父･養母」　→ 「親権者父･親権者養母」



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１４.1 １／１

平成２３年９月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２６ 民法改正（平成23年法律第６１号）によるシステムの対応
（外国国籍喪失届）

１．システム処理の概要説明
範囲外処理に”複数の未成年後見人から届出がされた ００１
場合”を追加

60454-3 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：18 １／１

平成２７年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２６ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（外国国籍喪失届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック ００５

①（外喪１５）
　事件本人と筆頭者の氏が同一であることについて
　関連チェックを追加

60454-4 



標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：20 １／１

平成２９年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第７．２．（５）．２６ 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（外国国籍喪失届）

１．データチェック（関連表）
2.0 関連チェック表

①（外喪１８） ００５
　受領日について処理日と同一日付は認めないよう
　修正

２．要件定義ワークシート
3.0 審査

①（外喪１７） ００６
　年齢起算日が明確となるように表記を修正

②誤記訂正 ００６
　（0-1）「処理をしてよろしいですか。」
　　 →　「処理をしてよろしいですか？」

60454-5 



版 頁

1/1

作　　　　業　　　　名

　審査（外国国籍喪失届） 14.1平成　６年１２月　１日

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　９月３０日

作　　成　　者

システム化調査研究会

第　２
３

（　１　）
システム処理の概要説明書

２．外国国籍喪失届入力画面の意義

１．外国国籍喪失業務処理範囲外の処理

　　・事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　　・複数の未成年後見人から届出がされた場合

・外国国籍喪失の事実を知った日及びその際に国内、国外に在ることが届書からはわからない為システム化後は喪失年月日を起算日とし、その日から
　３箇月以内であるか否かを確認メッセージでの対応とする。

３．その他
　　
　　添付書類

　　・外国国籍喪失者の各項目を入力する。

・外国官公署の発行する国籍離脱証明書、国籍を喪失した旨の記載のある外国の戸籍謄本、その他、外国の国籍を喪失したことを証する書面

　　届出期間の審査処理（戸106-Ｉ、大3.12.28民1125号回答）

　（戸106-II・昭59.11.1民二5500号通達第３の６の（１））

０
０
１

6
04
5
5 









版 頁

Ｎｏ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1 「関連エラーがあります。

2 　正しく入力して下さい。」

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14-1

15

16

17

18

19

20

第　２
データチェック(関連表)

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

０
０

５

３
　審査（外国国籍喪失届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２９年　３月３１日　 20 4/11

(　６　)

処　　　　理　　　　名 画　　　　　面　　　　　名 画　面　Ｉ　Ｄ

２．０　関連チェック 外国国籍喪失届

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 出力エラーメッセージ 備　　考

(№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日　≧　(№3)　受領日　であること

(№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№5)　発送元 ＝ スペース　であること

(№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№5)　発送元 ≠ スペース　であること

(№4)　送付日 ＝ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ＝ ０ ： 受理分　であること

(№5)　発送元 ≠ スペースの時、　(№6)　在外送付区分 ≠ ０ ： 受理分　であること

(№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　の時、

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ １ ： 国内からの送付　であること

(№5)　発送元 ≠ スペース　かつ　(№5)　発送元の最終文字が「市」　「区」　「町」　「村」　「長」　以外の時、

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ ２ ： 在外公館の直接送付　または

　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　 (№6)　在外送付区分 ＝ ３ ： 在外公館の国内経由　であること

(№7)　処理日 ≠ スペースの時、　(№7)　処理日 ＞ (№3)　受領日　であること

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ＝ スペース　であること

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№9)　郵送日 ≦ (№3)　受領日　であること

(№3)　受領日 ≧ (№13)　喪失年月日　であること

(№4)　送付日 ≠ スペースの時、　(№4)　送付日 ≧ (№13)　喪失年月日　であること

(№8)　本非区分 ＝ １ ： 本籍の時、　(№14)　本籍　が管内　であること　

(№9)　郵送日 ≠ スペースの時、　(№9)　郵送日 ≧ (№13)　喪失年月日　であること

(№11)　外国国籍喪失者漢字氏名の氏 ＝ (№15)　筆頭者の氏　であること

(№17)　届出人資格１ ＝ ０００ ： 未入力の時、　(№18)　届出人氏名１ ＝ スペース　であること

(№17)　届出人資格１ ≠ ０００ ： 未入力の時、　(№18)　届出人氏名１ ≠ スペース　であること

(№17)　届出人資格１ ≠ (№19)　届出人資格２　であること

(№19)　届出人資格２ ＝ ０００ ： 未入力の時、　(№20)　届出人氏名２ ＝ スペース　であること

(№19)　届出人資格２ ≠ ０００ ： 未入力の時、　(№20)　届出人氏名２ ≠ スペース　であること

(№18)　届出人氏名１ ≠ スペースの時、　(№18)　届出人氏名１ ≠ (№20)　届出人氏名２　であること

6
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版 頁

(0) 受領日 ＝ 送付日 である　（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

(0-1) 確認メッセージ 「受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか？」を表示 ／

ＹＥＳ (0-2) → (1) へ ／

ＮＯ  → (0-3) 本紙へ

(0-4) → (1)へ ／

(1) 受領日　＜　喪失年月日　＋　３箇月（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ 戸106I，戸43

ＹＥＳ （２）→（８）へ ／

ＮＯ （３）確認メッセージ（YES,NO) （４）本紙へ 大3.12.28民1125号回答

　「届出期間を経過していますがよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （５）→（８） ／

ＮＯ （６）→ （７）本紙へ 不受理

（８）国籍喪失者の生年月日＋１５年（１５歳以上）　≦　受領日（YES,NO) ／ 戸31

ＹＥＳ （９）届出人資格１（000:未入力， 098：事件本人， 110：未成年後見人， その他） ／

000 （10）届出人資格２（098：事件本人， 110：未成年後見人， その他） ／

098 （11）→ (12)本紙へ 受理

110 （13）確認メッセージ（YES,NO) (13-1)本紙へ

「事件本人は１５歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （13-2）→ 受理

ＮＯ （13-3）→ 不受理

その他 （14）エラーメッセージ （15）本紙へ 不受理

「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

098 （16）届出人資格２（000：未入力，　その他） ／

000 （17）→ (18)本紙へ 受理

その他 （19）エラーメッセージ 不受理

「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

110 （20）届出人資格２（000：未入力，　その他） ／

000 （21）確認メッセージ（YES,NO) (21-1)本紙へ

「事件本人は１５歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか？」を表示

ＹＥＳ （21-2）→ 受理

ＮＯ （21-3）→ 不受理

その他 （22）エラーメッセージ （23）本紙へ 不受理

「届出人資格２の入力に誤りがあります。」を表示

その他 （24）エラーメッセージ 不受理

「届出人資格１の入力に誤りがあります。」を表示

ＮＯ （25）　審査（届出人資格：法定代理人）処理［3.1］ ／

（26）→ （27）本紙へ

（28） (28)削除

第　２
３

（　３　）
要件定義ワークシート

０
０

６

ＹＥＳ

ＮＯ

作　　　　業　　　　名

審査（外国国籍喪失届） 20平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会 平成２９年　３月３１日　   5／11

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

処　　　理　　　名 ３．０　審査　　 60
46
0 































第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付 版 頁

０
２

１

３
　入力確認（外国国籍喪失届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日 14 9/10

（　４　）

処　　　理　　　名 4.1　外国国籍喪失者の記録（変動なし） （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側 コード 出力形態

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 変換有無

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 (ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 個人番号
中間ファイル 本籍人の時、外国国籍喪失者の個

人番号を設定

　　　　　　　（仮戸籍）行番号 （届書）

身分事項 出力区分 ０：可　を設定

タイトルコード ２７０１（外国国籍喪失）

記載コード ２７０１（外国国籍喪失者の記録）

管掌者コード

事件発生日 喪失年月日

外国
国籍
喪失

外国国籍喪失日 喪失年月日 必須移送項目

喪失国籍 国籍喪失国名 必須移送項目

届
出

届出日 受領日

届
出
人

資格 届出人資格１ 届出人資格１・２の何れかが、098
（事件本人）の場合は、移送しない。
上記以外は、＊１参照。
但し、届出人資格１が000：未入力
の場合は、届出人資格２、届出人氏
名２を１の方につめて移送する。

資格名称 届出人資格１名称

氏名 届出人氏名１

届
出
人

資格 届出人資格２

資格名称 届出人資格２名称

氏名 届出人氏名２

送
付

送付を受けた日 送付日 送付日≠スペース：送付日を移送

受理者 発送元 送付日≠スペース：発送元を移送

許
可

許可日

許可書謄本の

送付を受けた日

許可を受けた者

記録 記録日 処理日

特記 特記事項

60
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第　２
デ　ー　タ　編　集　表

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付 版 頁

０
２

２

３
　入力確認（外国国籍喪失届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日 14 10/10

（　４　）

処　　　理　　　名 4.1　外国国籍喪失者の記載（変動なし） （受取側）　中間ファイル（仮戸籍）身分事項　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側 引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側 コード 出力形

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 ＤＢ・ファイル名 項　　　　　　　　　　　　目 変換有無

画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 画面名称 名　　　　　　　　称 記　号　名 (ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

＊１　：届出人資格・氏名の編集内容

（1）届出人資格

　　入力された届出人資格１，２の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　　　資格２ 　　　０００ 　　　　０１６ 　　　　０１７ 　　　　０１９ 　　　　０２０ 　　　　１１０

　資格１ 　　（未入力） 　　（親権者父） 　　（親権者母） 　（親権者養父） 　（親権者養母） （未成年後見人）

０００（未入力） 　親権者父 　親権者母 　親権者養父 　親権者養母 未成年後見人

０１６（親権者父） 親権者父 　親権者父母 親権者父，親権者養母*1

０１７（親権者母） 親権者母 　親権者父母 親権者養父，親権者母*1

０１９（親権者養父） 親権者養父 親権者養父，親権者母*1 親権者養父・親権者養母*

０２０（親権者養母） 親権者養母 親権者父，親権者養母*1 親権者養父・親権者養母*1

１１０（未成年後見人） 未成年後見人

　　＊１：届出人資格名称をそれぞれ設定する

　　　　　（届出人資格名称の統合は行わない）

（２）届出人氏名
　　届出人資格１，２が０１９（親権者養父）または０２０（親権者養母）または１１０（未成年後見人）の場合、対応する届出人氏名１，２をそれぞれ移送する。
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